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I

巻頭言

第12回国際スポーツ心理学会がモロッ

コのマラケシュで開催された。今回の学会

は次回の国際学会を日本へ招致する大きな

目的があり、小生も期待をもって参加した。

しかし､残念ながら中国の次回開催がISSP

理事会で決定される結果となり、開催に向

けてのわれわれの強い熱意は実らなかった。

今回このような結果になって、あらためて

学問の世界における国際関係の難しさを痛

感したし、また同時にこれからの我々の取

り組むべき課題も明らかになったように思

える。

体育・スポーツ心理学の領域では196

5年に国際スポーツ心理学会が発足し、ロ

ーマで第1回の国際大会が開催され、これ

を契機に1970年代前半に至るまで北米、

ヨーロッパ、日本などの先進各国において

学会が設立され、これらの先進諸国を中心

に国際化の流れが本格化した。ISSPの主

要な活動は文字通り、世界におけるスポー

ツ心理学の発展に寄与することを目的とし

ていた。しかし、その後、国際間における

研究交流の場は多様化し、ヨーロッパスポ

ーツ心理学会(FEPSAC),北米の応用スポ

ーツ心理学会(AAASP)、国際心理学会

(IPA)など国際交流を目的とした学会活

動が興隆し、従来の一本化されたISSPの

国際的活動に代わり、われわれの国際的活

動は地域ごとに複雑に分化する傾向を見せ

ている。このように変化した国際状況の中

で、ISSPの活動も変化の兆しが見える。

例えば、ISSP発刊のジャーナルに中国語

編（電子媒体のみ）が付与されるようにな

ったことなどもその1例である。このよう

な状況変化の中で、われわれとしてはどの

日本体育学会体育心理学専門分科会会長猪俣公宏
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ような姿勢でISSPの活動に参加すべきか

改めて考えるべき時期が来ているといえよ

う。また今回の学会では日本人研究者が多

く参加し､研究も発表されていた。しかし、

その発表の多くがポスター発表（50件）

であり、口頭発表（5件）やシンポジュー

ムでの話題提供はプログラムで見る限り、

ほとんどみられなかったのが特徴的であっ

た。国際学会がコミュニケーションの場で

あるならば、当然のことながらわれわれと

してはもっと積極的に多様な手段でコミュ

ニケーションをとっていくことが必要であ

ると感じた次第である。具体的には我々の

学会として、個人の発表だけでなく、シン

ポジュームや人の条件についても積極的に

提案するような方策をとっていくことも今

後の課題であろう。また研究論文や学会活

動に関する英文での公開も今よりさらに推

進していくことが必要である。言うまでも

なくこのような国際化推進の方向は我々の

広い意味での文化的独自性をいかに確保し

ながら進めるかという難しい問題を包含し

ている。我が国における体育の意味もこの

問題に深く関わっているように思える。特

に若手の研究者に対して、いわば“曲がり

角，，にきているこのような国際化の問題に

対し、広い文化的視野に立って将来の方向

についての展望をもっていただくことを期

待したい。

4年後の中国における国際スポーツ心理

学会ではぜひ先述した喫緊の課題を一歩で

も前進させて、体育スポーツに関する心理

学的な領域の発展にわれわれが少しでも寄

与できればと願っている。
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I. 特別寄稿
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特月幅予稿の著者紹介

LeonardZaichkowsky,PhD

『毒曙I…＝旧
Ｈ
Ｊ
ｋ
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所属（ポジション）：

ProfessorofEducationandGraduateMedical

Sciences(jointappointment)andheadofgraduate

traininginsportandexercisepsychologyin

(ilentalllealth&BehavioralMedicine"attheBU

SchoolofMedicine・DirectorofSportPsychology

ClinicintheBUDepartmentofAthletics
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研究内容：

nf.Zaichkowskyは，現在，ボストン大学において新しく開始された学際的プログラム駿育学研

究科および医学部医科学研究科のジョイントプログラム」の教授であり，さらに医学部におけるメン

タルヘノレス・行動医学部門大事院スポーツ・運動心理学プログラムのヘッドである．彼は，長年，応

用スポーツ心理学の領域で多くの研究を行ってきたが，とりわけ最近では,脳･神経科学の視点でパ

フォーマンス樹上に果たす実践研究を行っているその適用は，スポーツ分野だけにとどまらず；芸

術や外科手術など，優れたパフォーマンスが必要な様々 な分野にもおよんでいるこの研究では，例

えば対象者が感情を自己滞胸できるように新しいタイプのバイオフィードバック技術を駆使し，そ

の研究対象となる類い希なるパフォーマーはレアルマドリードのサッカー選手

(http;"Wwwsoccer-nev-england.conVReal-Madrid=BU-MIT-Join-Forces.html)をはじめとして,デ

ューク大学医学部における有名外科手術者にも及んでいる．もう一つの研究は，脳イメーS研究であ

る彼は，カナダ・ナシヨナソレチームに帯同する心理学者と共同で，水泳選手がパフォーマンスに成

功,または失敗するイメージを想起させ,その際の脳活動を別RIスキャナーを用いて測定･分析し，

水泳選手のパフォーマンス向上に役立てている．日本体育学会60回記念大会において，趾．

Zaichkowskyがコーチ，体育教師およびスポーツ選手に影響をもたらす神経.脳砕学研究における最

新の知見をわかりやすく紹介してくれることを期待している．

なお,Zaidnlmwsky博士は,広島大学で開催される日本体育学会記念大会の特別講演2(8月27日

16:40-17:40)において講演される予定になっております

－3－



特別寄稿

体育・スポーツにおける心理勃発展について思うこと

学生・院生への教育,応用生理心理学および応用祥経科学の出現

LeonardZaichkowsky)PhD.

ProfessorofEducation&GraduateMedicalScience

BostonUniversity

（邦訳：竹中晃二）

はじめに，日本体育学会体育心理分科会の会

報に寄稿できることを光栄に思います．私は，

本稿において，現在，スポーツ心理学が直面し

ているいくつかの課題について議論していき

ます．最初に，次世代のスポーツサイコロジス

トを育てることに関して話題を提供します．そ

して，簡単に，ボストン大学の大学院において

私たちが行っているトレーニングプログラム

について紹介を行います．次に，応用生理心理

学の分野における新しい開発研究のいくつか

について，特にスポーツ科学と体育を勉強する

学生のためにバイオフィードバックおよび神

経フィードバックについて解説を行います最

後に，来る8月27日に広島で開催される日本

体育学会第60回記念大会の特別講演でお話し

する内容のいくつかを読者の皆さんにお知ら

せすることにします．

スポーツサイコロジストが受ける専門的トレ

ーニングとは

次世代のスポーツサイコロジストに対する

専門的トレーニングは,私たちが行うべき最も

大きなチャレンジの一つです．このチャレンジ

を行う意味は,スポーツ心理学が心理学,教育，

スポーツ科学の間のコラボレーションを必要

とする真に学際的分野であるという事実に起

因します．大学の研究室は，お互いがコラボレ

ーションして研究や教育を行うというよりは

むしろ縄張りを固守するように長く自分たち

の専門分野に閉じこもりがちであり，専門的な

組織も学問に固執する傾向があります．このこ

とは，スポーツ心理学にとって大変不幸なこと

です．なぜなら，スポーツ心理学には多くの学

問領域で専門化，発展してきた知識が必要とさ

れているだけでなく，スポーツ心理学者として

働く際に必要な倫理を理解することも重要で

あり，さらにはスーパーバイズされたインター

ンシップの總談も要求されるからです．

スポーツ・パフォーマンス心理学の世界に影

響を与えてきたもう一つの要因は，最近の「エ

グゼクティブ/パーソナル・コーチング」産業

の爆発的な発展（少なくとも北米において）で

すコーチング組織の一つ，国際コーチング連

盟(InternationalCoachingFederation:ICF)

は，70国，9,500名以上の会員を擁する非営利

的な専門組織です（詳細は，

www.coachfederation.org/ICF/).この荘娠麗で

は，次のような声明を出しています．「プロの

コーチは，クライアントが彼らの個人的生活や

プロとしての生活において満たされた結果を

作り出す援助を行えるように，現在行っている

パートナーシップを供給する．コーチは，人々

のパフォーマンスを改善させ，彼らの生活の質

を増強させる.」この連盟はまた，「コーチは，

クライアントのために，話を聞く，パフォーマ

ンスの強化方略を開発し，サポートを行う訓練

を受けている」とも述べています．このくだり

は，まさにコンサルティング・スポーツサイコ

－4－
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ロジストが何を行うかを問われているのに似

ています．

現在では，いくつかのコーチング組織が独自

でパーソナル・コーチの証明書を出しており，

実際，「パーソナル・コーチング」の分野は広

範囲な人々にとって魅力的なものとなってい

ますその人々のうちでも，マネージドヘルス

ケアなどの官僚主義的制度に飽き飽きしてお

り，新しいタイプのクライアントを望んでいる

ベテランの臨床心理士がおり，彼らは若干の形

式的教育を受けてパーソナル・コーチの証明書

を手にしますこの事態は，もちろん，多くの

スポーツサイコロジストにとって競争にさら

されるわけで，なぜならこれらパーソナル・コ

ーチの証明書が，スポーツの世界で専門的技術

がある証明であると信じられているからです

エグゼクティブ/パーソナル・コーチの急成

長に加えて，スポーツ心理学のトレーニングと

競合する内容として，「ポジティブ・サイコロ

ジィ」と呼ばれる心理学の新しい部門が北米に

おいて根付きつつあります（参考；

www.sasupenn.edu/CGS/graduate/mapp).

MaetinSeligmanは，米国心理学会の前の会長

であり,MihalyiCsikszentmihalyiとともにペ

ンシルバニア大学の著名な心理学者ですが，彼

は1990年代の後半にポジティブ・サイコロジ

イ運動を提唱しました．ポジティブ・サイコロ

ジィの目標は,病理学よりはむしろヒトの経験

についてのポジティブな様相を研究すること

で，生活の質感を改善したり，理想的には病気

の予防に導くヒトの強みや回復力を調べるこ

とです．ポジティブなヒトの強みとは，希望

知恵，創造性，勇気，糯申性，責任，忍耐，笑

い，精神的タフネスなどの長所を意味します．

このポジティブ・サイコロジィは，スポーツサ

イコロジストが長年行ってきたことに多く含

まれています．

それゆえ，今日のパフォーマンス・エンハン

スメントに関わる専門家は1960年代また

1970年代初期における学界で活躍した第一世

代のスポーツサイコロジストとは極めて異な

るトレーニングを受けています．この状況は，

日本でも同じだと思います．

実際には，現在，世界中でスポーツサイコロ

ジストを養成するほとんどの大学院プログラ

ムは，スポーツ科学科，あるいはスポーツ科学

部で実施されています．多くの場合，このトレ

ーニングは包括的で，厳密で，次第に学際的に

なってきてはいますが，私の考えとして，これ

らのプログラムは，研究者やアカデミックな部

門で働く人，たぶん組織のコンサルタントも含

めて養成するには優れてはいても，今日のアス

リートを効果的にカウンセリングすることを

目的とする大学院生を養成するには適当とは

言えないと思います．私は，この分野で30年

近く働いており，このうち20年以上はスポー

ツ心理学の大学院生をトレーニングしてきま

した．私は，競技スポーツのすべてのレベルで

臨床的なケースも激増していることもこの目

で見てきました．私のところにやってくるアス

リートは，よいアスリートになるためにメンタ

ル面や感情面のコントロールの方略を探しに

来るわけではなく，むしろ多くが薬物依存，摂

食障害，うつ病のように重大な臨床問題を抱え

るクライアントですそのために，私の大学院

プログラムを修正する対策を講じ，院生は臨床

という立場で養成でき，しかもライセンス取得

という資格のあるものにしようとしました．修

士号レベルで，医学部（医科学大学院）と2年

間の連携プログラムを構築しました私の院生

は，パフォーマンス・エンハンスメン卜，ポジ

ティブ．サイコロジィ，スポーツ・運動に関係

する環境においてスーパーバイズされた経験

に焦点をあてたカリキュラムを履修すべく教

育学研究科に入学しますそして,2年目では，

彼らは，医学部において，「メンタルヘルスと
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行動医学」という厳しい負荷を達成し，メンタ

ルヘルスに焦点を絞ったインターンシップを

終了します．

25年の間,私はデイビジヨンIの競技レベル

があるボストン大学アスレティック・スポーツ

局に「臨時的な」立場でサービスを提供してき

ました．2，3年前には，教員のスーパービジョ

ンのもと，大学院生が個人やチームのスポーツ

心理学サービスを提供する手はずを整えまし

たこれにより，アスレティック局は上質のス

ポーツ心理学サービスを低コストで受けるこ

とができ，私たちの院生はスーパーバイズされ

た経験を受ける場面を得ることができるとい

うことで，お互いが「ウインーウイン」の関係

になるものでした大学院生は，主にパフォー

マンス関連の問題を持つアスリートを援助し，

しかし他の問題として,不安,うっ,摂食障害

薬物依存，怪我，心的外傷後ストレス，心痛／

喪失，気分障害もまた問題としてあげられます

このプログラムの院生は，コースワークおよ

びインターンシップの要件を無事終了すれば，

LicensedMentalHealthCounselor(訳者注：

マサチューセッツ州における修士コース修了

で取得できる臨床心理士資格,他州でも同様の

資格があるちなみに，ライセンスド・サイコ

ロジストの資格は博士号を取得していないと

申請できない）と呼ばれるライセンスに申請す

ることができる．私見ではありますが，これら

の院生は，まさにスポーツ心理学のクライアン

トに対して効果的に対処できる体系的でバラ

ンスの取れたカリキュラムを受けています．私

は，スポーツ心理学における大学院のトレーニ

ングプログラムをカウンセリング心理学，スポ

ーツ科学,教育学，研究法などを含む学際的ト

レーニングを形成することで，世界中において

優れたものにしたいと考えています．このタイ

プの樹斬的大学コラボレーシヨンは，実現可能

であり，院生のためにカリキュラムの幅を広げ

ることになります．

これらアカデミックで臨床的なトレーニン

グを組み立ててきたことでしっかりとした成

果もでてきています．日本も含めて世界中から

やってきた私の院生は，いまや様々な職業につ

いています.例えば,2名は大学の学長になり，

数名は校長になり，他は大学教授，ウエルネス

センター，研究所，学生アスリート支援センタ

ーのディレクター，オリンピックトレーニング

センターのサイコロジスト，スポーツ医学セン

ターのサイコロジスト，芸術部門のカウンセラ

ー，スポーツや産業領域のコンサルタントとし

て働いています．

研究の重要性

最後に大学院のトレーニングに関して，私た

ちが専門とする仕事をどのように実践するか

を決定するために研究の役割を強調すること

は重要なことです今日，多くの専門領域にお

ける研究は，エビデンスに基づく研究

(evidencebasedresearch)の重要性を強調

しています．このことは，院生にトレーニング

を提供する側が，歴史や伝統，通説ではなく，

確かな研究から導き出された情報を用いて教

育し，クライアントにカウンセリングを行い，

組織のコンサルティングを行わなければいけ

ないことを意味しています．私は，理論，臨床

経験,研究方法論のほどよいバランスを院生に

身につけてほしいと願っています

スポーツ心理学や体育は，「エピデンス，あ

るいはデータに基づいた実践」をより多く必要

としています私たちは，今や，メンタル・プ

ラクティスを行うときに何が起こっているの

かという確証を得るための方法論を持つに至

っています．最近，「新しいスポーツ心理学の

ケース：応用生理心理学とf細I神経科学(A

CaseForaNewSportPsychology:Applied

PsychophysiologyandfMRINeuroscience
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)」というスポーツ心理学の本の章を執筆しま

したバイオフィードバック，ニューロ．フィ

ードバック（訳者注：脳波のバイオフィードバ

ックは,特別にneurofeedbackと呼ばれている）

および磯能的磁気共鳴画像(fN限I)の脳イメー

ジングに関連するテクノロジーはすばらしい

進歩を遂げ，アスリートが自身のスポーツにつ

いてトレーニングしたり，競争したりする際の

中枢神経組織脳を含む）と自律神経組織に何

が起こっているかを証明できるようになりま

した私の考えでは，ニューロ・フィードバッ

クおよびf1眼Iの研究は，スポーツ科学の応用

分野で次世代の最先端研究になると思います．

私は，1975年以来，スポーツ領域でバイオフ

ィードバック研究とその応用を行ってきまし

た．しかし，スポーツの世界では，バイオフィ

ードバックをメンタルトレーニングのツール

としてスピーディに受け入れられてきたわけ

ではありません．バイオフィードバックとニュ

ーロ・フィードバックが新たに興味を持たれた

のは，たぶんACミランのスポーツサイコロジ

ストであるBrunoDeMichlisがMindRoom(訳者

注：生理心理学実験室の呼称）を使用している

ことを,2007年にベルリンで開催されたヨーロ

ッパ・バイオフィードバック学会第11回大会

で発表されたことに始まると思います．彼は，

2006年のヨーロッパ・チャンピオンシップで

ACミランが優勝したときに使用していたプロ

トコルについて話をしました．スポーツとバイ

オフィードバックのパイオニアの一人,Vietta

W11sonもまた,カナダにおいてエリートアスリ

ートのもとで仕事をしていました．それ以来，

他のスポーツ科学者もスポーツ場面にバイオ

フィードバックを持ち込んで相当の成功を収

めてきました．カナダのスピードスケート協会

で働くスポーツ科学者,PierreBeauchampは，

カナダにおけるナショナルレベルのトレーニ

ングにバイオフィードバックとニューロ・ブイ

一ドバックを成功裏に取り入れてきました（個

人的な情報交換，2009年4月2日)．南アフリ

カのスポーツ心理学者であるTimothy

Harknessは,斗陳オリンピックのエアライフル

射撃で，初めてインドにおいて金メダルに輝い

たAbhinavBindraのトレーニングにバイオフ

ィードバックを適用し，かなり高い評価を得ま

した．このことについては，オリンピックとと

もに多くのメディアの注目を得ましたが，

Harknessは,2009年4月に開催された応用生

理心理学・バイオフィードバック学会の第40

回大会で彼が使用したプロトコルについて詳

細で科学的な確証を示しました同じ大会で，

LouisCrokaは，ナショナルフットボールリー

グのチームにバイオフィードバックプログラ

ムを実践して効果を上げたことを報告し，

HarryvanderLeiは，ディビジョンIのゴル

ファーに心拍変動トレーニングの効果を見せ

ていますAABP,2009)

Har1messは，オリンピックに先立ち,B1ndra

に対して150時間を超えるバイオフィードバッ

ク・トレーニングを行わせました．彼は，ニュ

ーロ・フィードバックと他の3つのバイオフィ

ードバック・モダリティ（心拍変動，筋電位，

皮層電気反射)について詳細に述べ，3モダリ

テイのバイオフィードバックの訓練効果が高

いことを示しています.B1ndraは,ニューロ．

フィードバックを用いて，射撃前に気持ちを落

ち着け，リラックスし，集中し，感情コントロ

ールを行うことを学習したのです.Bindraにと

ってニューロ・フィードバック割||練の目標は，

Cz領域における9活動を減じてβ活動を増加

させ，内言（音声には出ない思考言葉）を減少

させるT3領域（ブローカ領）での低周波α

(8-10Hz)成分を増強させることでしたCz

やT3の領域名は，標準的な電極装着部位であ

る国際10-20システムによるものでず。これら

電極装着部位名は、大脳半球の部位を特定する
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アルファベットと，左右半球いずれかを示す数

字の添え字で示されています．また,EMGフィ

ードバックは,Bindraに対して，自分の姿勢制

御に関わる主たる筋の活動性に気づかせ，リラ

クセーションを維持するのに用いられました．

心電図と呼吸のフィードバックによって，この

射撃手は呼吸性不整脈の大きさに気づきまし

た．事実，心拍数と呼吸の乱れが，失敗射撃を

見事予測するものとなりました

最近,スペインのレアルマドリッドフットボ

ールクラブが新しいトレーニング施設を建て，

その中に彼らのアスリートすべてのトレーニ

ングのために大きなスポーツ科学センターを

含めました．センターの中には，神経生理学実

験室があり，私がそのデザインを支援していま

す.その実験室は,MindRoomのレアルマドリッ

ド版です．レアルマドリッドは，スポーツ科学

に焦点を絞った一環として，ボストン大学とマ

サチューセッツ工科大学とジョイント科学的

協定を交わしました．私たちの目的は，お互い

の機関が恩恵を受けるように研究を共同で行

うことです

(http://www.soccer-new-england.com/Real-

Madrid-BU=MIT-Join-Forces.html)．私は，日

本体育学会におけるキーノートにおいて，この

独創的で，たぶん歴史的な協定について述べる

つもりです．私たちの共同研究は，単にエリー

トアスリートのパフォーマンスに応用される

だけでなく，全世界における市民の体力レベル

が低下している問題にどのように対処できる

か，また私たちの専門的研究が体力，肥満，生

活の質感という問題に対してどのようにアプ

ローチできるかについては興味深いところで

す．

私は，またバイオフィードバックや神経フィ

ードバックのトレーニングに関する考え方を

医療トレーニングの世界にも応用したいと考

えています．事実デューク大学医学部の外科

部門から，医師となる次世代の人たちがプレッ

シャーのかかる状態でよいパーフォーマンス

（手術）ができるようにトレーニングプログラ

ムをデザインして欲しいという｛毎項がありま

した．私は，このチャレンジを楽しみにしてお

り，学会では皆さんと情報を交換したいと考え

ています．

f畑Iは,脳の構造や機能について高質な像を

造り出すために磁場を使用する比較的新しい

科学です私の共同研究者であるDavisの論文

は，エリートアスリートのパフォーマンスをよ

く理解するためにf｝眼Iの方法を使用した最初

の研究であると思います.Davisは，様々なス

ポーツのもとで仕事をしてきたサイコロジス

トとして，多くのアスリートが予想よりも低い

結果を出したり，失敗して落胆を経験した後に，

プレイを「やめてしまう」（訳者注：諦めたよ

うに，またどこか怪我をしたように急にパフォ

ーマンスがうまくできなくなってしまうこと）

ことを観察してきました彼らは，元気を取り

戻すことができなかったのです.DaVlsは，ヒ

トのうつ病に関して専門的な知識を持ってい

るために，落胆に続く貧弱なパフォーマンスは，

運動システムに影響を与える否定的な感情に

よって生じているのではないかという仮説を

たてました.DavlsIj:,うつ病の神経科学のエ

キスパートである，エモリー大学のHelen

Maybergやサイモンフレイザー大学のMario

L1ottlのような神経科学者から助言を受けま

した．その後，彼は，13名のカナダ・オリンピ

ックレベルの水泳選手のうち，パフォーマンス

が成功した数名とパフォーマンスに落胆した

数名を対象に研究を行いました選手は，2つ

のビデオクリッブによって誘発された脳活動

を見ました.1つはその選手が失敗したビデオ

とコントロールビデオーは違う選手のビデオで

したその結果，選手が自身の失敗パフォーマ

ンスを見たときには，脳の感情中枢がうつ病を
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経議している被験者のものと似ており，これは

かなり驚くべき発見でした．否定的な感情は，

前帯状と海馬傍回におけるfIRI活動と相関関

係がありました．否定的感情はまた，前頭皮質

中央頭骨頭頂部運動感覚，一次運動野-水

泳に必要な身体動作をプランする領域の活動

低下をもたらしましたDavispa,アスリーI、

に将来のパフォーマンスを修正することに影

響する20分間の認知行動介入プ1.グラムを施

した時,アスリートにおける否定的感情と相当

のBOLD信号において有意な逆転現象が生じる

ことを発見しましたDavisは，失敗に関係す

る否定的感情は，運動野を抑制し，その後，パ

フォーマンスに悪影響を与えているのかも知

れないという仮説を持ちました．私は，過去2

年間,Davisとチームを組み，ボストン大学イ

メージングセンターにおいて，エリートアスリ

ートを被験者に用いて一連の研究を行ってき

ました(Davis,Zaichkowsky&Kim,2007).

この研究はまた，脳の感情システムと運動プラ

ンニング領野の間の関係を調べるために拡散

テンソル・イメージング（訳者注：・・・・；

diffusiontensorin1aging:DTI)も付加して

見ています．私たちは，この研究によって，選

手が落胆したその場で何か短期間の介入を行

い，そのことで脳の前頭葉と運動野をジャン

プ・スター|、（訳者注；バッテリーの上がった

車に別のバッテリーを接続してエンジンをか

けること，ここでは再活性させるという意味）

させることができるかを調べることもできま

す．これらの研究を行うことで，選手が落胆後

のパフォーマンス低下を予防するためにば，彼

らが伝統的な認知行動的介入を必要とするの

ではなく，むしろ何力集中的に身体活動を行う

ことで肯定的な結果をもたらす可能性を示し

てくれるかもしれません．この研究は，スポー

ツ心理学領域の進展に大いに期待できる材料

となるでしょう日本体育学会の講演では，こ

の研究についてもう少し詳しく話したいと思

います．皆さんとお目にかかることを楽しみに

しています．
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プレセミナー

司会報告

今回のプレセミナーを企画し、司会ができたこ

とは幸運だった。体育心理専門分科会のプレセミ

ナーの企画を担当することになったとき、最初は

自分の専門領域である臨床心理学関連のテーマ

を考えた。しかし、それは参加される方の多くに

とってわかりやすく・関心が持たれやすいテーマ

ではないかもしれないと思った。そこで、体育心

理学専門分科会なのであるから、それにふさわし

く、なおかつ体育の現場に関連する話しをしてい

ただける方がいいだろうと考えた。そして、それ

に適任の方は奈良教育大学の岡澤祥訓先生であ

ろうと思い、お願いすることとした。そうしたと

ころ、快く引き受けていただいた。

当日は、どんな話が聞けるだろうかと期待をし

つつも、参加される方が何人になるか実は心配を

していた。しかし、開けてみると80名を越える

方の参加があり、盛会であった。話された内容は

体育心理学の知見を体育の現場にどう活かすか

というテーマで、理論を実践にどうつなげるかと

いう非常に重要な内容であった。これまでの研究

の成果を経年的に話されるのをお聞きしている

と、そのテーマで20数年エネルギーをかけて真

筆に取り組んでこられたことが伝わってきた。聞

いていて大いに心を動かされた。研究者とはこう

鈴木壯（岐阜大学教育学部）

いう姿勢であらねばならいのだろうと思った。そ

の姿勢から多くのことを学ぶことができた。理論

と実践をつなぐということは「言うは易し」であ

るが、実際にはそれほど簡単なことではない。岡

澤先生はそれを非常に苦労されながらも、現場の

先生との交流を通じて実践されてきていた。私に

とってはその姿勢から大いに学ぶことができた。

ディスカッションに入ると、間髪を入れずに手

が挙り、参加された方々も触発されていることが

伝わってきた。体育心理学領域の研究者ばかりで

なく、現体育科教育の研究者や実践者にとっても

大いに触発される内容であったに違いない。

さらに感心させられたのは最後に述べられた

ことである。ディスカッションの中で質問に応え、

討議し終えた最後に、岡澤先生ご自身が「大きな

刺激を受けた、これからも頑張ってやろうと思

う」と述べられたことである。研究者として50

歳を過ぎると、あまり研究をせず、それまでの貯

金でやられる方が多いなかで、岡澤先生のような

姿勢は学ぶべきであり、年齢に関係なく失っては

ならないことである。

多くのことを学び、触発されたプレセミナーだ

った。
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プレセミナー

傍聴記

日本体育学会第59回大会初日、秋の気

配漂う心地よい風を背に受け、私が早稲田

大学の正門をくぐったのはプレセミナー開

始予定時刻の2時間半も前のことであった。

本大会のプログラムを拝見したときから私

は岡澤先生の「体育心理学の知見を授業に

どのように活かすか」というご講義を心待

ちにしていた。

プレセミナーでは大きく3つの視点から

議論が展開された。まず“体育現場に活き

る実践研究のあり方”として、研究者と現

場の教員が互いの特色．専門性を活かすこ

と、および研究成果を実践につなげる意識

を持つことが現場で役立つ実践研究へとつ

ながると指摘された。

次いで､"運動有能感と運動に対する好意

度'，について、運動の楽しさを体験させる

ために必要な運動有能感は､「身体的有能さ

の認知」と「統制感」という内的要因だけ

で構成されるものではなく、「受容感」（教

師や仲間から受け入れられている自信）と

いう、いわば他者との関係という外的要因

もその構成要素の一部であることを明らか

にされた。

3つ目は､｢運動有能感を高める授業のあ

り方」という観点から、運動能力の高くな

い児童が意欲的に体育授業に取り組む方策

が検討された。運動有能感を高める4つの

方策として、1）教材の工夫、2）教師行

動の工夫、3）目標設定、4）社会的責任

行動という提示された。現場で実際に児童

炭谷将史（聖泉大学人間学部）

と向き合い、児童の望ましい変化を引き出

した具体的な授業内容をふんだんに織り交

ぜながら､実践･研究の様子が再現された。

フロアの先生方からのご指摘を受けて、

岡澤先生が話された内容で印象に残ってい

るものがある。先生は、「介入によって児童

が示した『変化」を明らかにするだけでな

く、『変化の背景にあるメカニズム』を分析

することがより多くのことを明らかにして

くれると考えられる。しかし、このメカニ

ズムに迫ることがなかなかに難しい」とい

う主旨のお話をされたように小生は記憶し

ている。この議論は体育．スポーツ心理学

領域にとって重要な議論だと考えられた。

これまでの実践研究では対象者のA一A'と

いう変化（結果）の報告に焦点が当てられ

ていたが、これからは「→」の部分、すな

わちメカニズム（プロセス）を明らかにす

ることが求められる。生徒（選手）が語る

世界や生徒が行動（パフォーマンス）の中

に示す内的変容といった生徒の「質」に寄

り添うことがこれから必要とされるだろう。

小生自身、選手の「質」に迫ることの必要

性と難しさを頭に入れた上でこれからの研

究を進めていきたい。

気がつくと外の景色が薄暮に変わり、時

計の針はプレセミナーの終わりの時亥ﾘを告

げていた。充実した時間を提供してくださ

った岡澤先生、また本セミナーを企画くだ

さった諸先生方に厚く御礼申し上げます。
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キーノートレクチャー1

演者報告

教員養成大学における「体育心理学」の講義をめぐって

上記のテーマでキーノートレクチャーを

するよう依頼を受けた。長年にわたり教員

養成大学で「体育心理学」の諦義担当して

きた者として、自分なりの考えを紹介し、

参考にしていただければと思いお引き受け

した。授業を最初担当したころは、心理学

的な知見を学生が自分の経験に照らして理

解できるよう具体的な例を挙げて解説する

ことを心掛けた。しかし、体育心理学に含

まれる多くの領域を総花的に取り上げたの

では、領域個別的な知識の脈絡のない提供

に終わってしまい、実践に結びつく専門的

知識として学生の身に付きにくい｡そこで、

講義内容全体に一貫した筋を通して体系的

な知識を提供し、実践に結びつく体育心理

学にしたいと考えた。そのためには、体育

心理学の中核をしっかり押さえることが必

要になる。

体育の存在基盤、教科としての独自性は

運動学習にあるといてよいだろう。なぜな

ら、体育から運動の学習活動を取り去った

ら体育という教科は成立しないし、学校体

育の目的はすべて、運動の学習活動を通し

て達成されるからである。体育の目標につ

いては、健康・体力や人格形成など運動を

手段と位置づける立場と、運動に対する志

向性とプレイする能力の育成という運動文

化・目的論的立場がある。心理学的には後

者の志向性は運動に対する動機づけであり、

プレイする能力は運動学習によって獲得さ

れる運動技能である。

運動学習と動機づけは同じ心理学でも互い

にほとんど関係のない研究領域として発展

してきた。しかし、その研究成果をよく吟

味してみるとお互いの間の密接な関係が浮

かびあがってくる。学習の前提基盤となる

杉原隆（十文字学園女子大学）

のは動機づけであるが、なかでも内発的動

機づけに基づいて効果的に運動学習がなさ

れると、動機づけの強化機能が働き内発的

動機づけが高まるという循環関係である。

E.LDeciによれば、内発的動機づけとは報

酬が従事する行動に内在している動機づけ

であり、その内在する報酬とは自己決定と

有能さの認知であるとされている。個々の

運動の遂行にはその運動に特有の自己決定

と有能さ、すなわち自分がどのように運動

するかを決めて実行する能力が求められる。

一方、運動学習研究からは、学習によって

習得される運動技能が個々の運動に特殊性

の高い能力であることが明らかにされてい

る。このことは内発的動機づけが運動学習

による運動技能の向上の追及であることを

明確に示している。

さらに最近では、内発的動機づけｰ運動

学習という循環関係が有能感と無力感をと

おして自己概念の形成に影響することも明

らかにされている。すなわち、内発的動機

づけ<=>運動学習という循環関係がうまく成

立すると肯定的な自己概念が形成され、運

動好きになるとともに、積極性や情緒安定

性や高い幸福感につながる。一方、この関

係が形成されないと運動嫌いになり、消極

性や抑うつ傾向や反社会的傾向が生じやす

くなる。

以上のような動機づけ、運動学習、人格

形成に関する相互に関連づけられた体系的

な知識が「体育心理学」の講義内容の中核

となるというのが筆者の考えである。紙面

の関係で詳しい説明ができなかったが、詳

細は拙著「運動指導の心理学」（大修館書店

2003）を参考にしてほしい。
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キーノートレクチャー1

傍聴記

私は、日本体育学会大59回大会で、杉

原隆先生のキーノートレクチャーを拝聴す

る機会をいただきました。タイトルは、

「教員養成系大学における「体育心理学」

の講義をめぐって』でした。

杉原先生は、『学校体育の目的は、運動

の学習活動を通して達成されるのであり、

運動の学習活動なしでは、体育は成立し得

ない。したがって、体育心理学の中核は運

動学習である』と述べられました。さらに、

体育心理学は、体育の目標として動機づけ

を促し、運動学習を促進させるのであり、

運動学習の前提基盤となるのは動機づけで

あることや児童生徒の運動に対する動機づ

けを高めようとすることは、体育の最も重

要な目的であることを指摘されました．そ

して、運動学琶に主って充足される動棚づ

けは、人格形成とも密接に関係しており、

運動学習、動機づけ、人格形成に関する知

識を相互に関連づけ、一貫した体系の下に

体育心理学の講義を行うのがよいと話され

ました。

杉原先生のキーノートレクチャーを伺っ

ているうちに、まるで30年前にフラッシ

ュバックしたかのような錯覚に陥りました。

今から思えば大学生の時にもっとしっかり

と先生のお話をお聞きしていれば、もう少

し体育心理学を理解できたのかもしれない

と、深く反省しているところです。

動機づけを高める心理学的な原則には、

動機を満足させた行動ほど再現度が高まる

吉澤洋二（名古屋経済大学）

という強化機能があること。そして、この

機能を使って、運動学習を促進させること

が可能であることなど、とても勉強になり

ました。なにかに没頭するほど、そのもの

に心を動かされたとき、はじめて運動技能

の習得への欲求が満たされ、着実に技能が

向上するのであると思われます。心と身体

が、まったくばらばらに作用しているので

はなく、相互に関係しながら心身の動きを

スムーズなものにしていることが、重要な

点であることがわかりました。

さらに、物事を実行するときには、必ず、

何をするのか、そしてどのような行動を起

こすかを決定しておかなければなりません。

それも他者決定ではなく自己決定であるこ

とが、重要であることカミわかりました。自

分の有能さを感じることがとても大切なこ

とであり、内発的動機づけが運動技能の向

上につながることになります。

運動学習と動機づけとの関係を理解する

ことが、体育実技の授業にとってとても大

切なことであることが、いっそう強く心に

残りました。キーノートレクチャーで取り

上げていただいた、『教員養成系大学にお

ける「体育心理学」の講義をめぐって」と

いうテーマは、多くの教師が体育実技を指

導する中で、切っても切れない関係にある

体育心理学の知識を十分理解することが必

要であり、実践の中でその理論を指導場面

に活かすことが大切な指導者の役割である

ことを痛感させられました。
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キーノートレクチャー1

司会報告

教員志望の学生に「体育心理学」をどの

ように講義すればよいか。最近の「体育学

研究」では、運動部活動のストレス、内発

的動機づけ、ライフスキル、オノマトペ、

パーソナリティ発達・・・など、体育心理

学のトピックスの多さは際立っている。い

ずれも、教員志望の学生たちには知ってお

いてほしい内容である。

しかしこれらのトピックスの理論的背

景はさまざまであり、それを十分に解説し

得ない状況でトピックスを羅列しても、総

花的な講義に終わってしまう。この点につ

いて、教員養成系大学において四半世紀に

わたって「体育心理学」を識義してこられ

た杉原隆先生はどのようになさってこられ

たのか。この点をお聞きするのが今回のレ

クチャーの最も大きな関心であった。

言い換えれば体育教師が知っておくべ

き心理学的知識とは何か、という問いにな

ろう。当日は119名の参加があり、このテ

ーマが体育心理学分科会会員に限らず、広

く関心のあるテーマであったことが伺われ

た。参加した現職教師からは、「体育授業に

おける内発的動機づけの重要性が改めて認

識できた」のような感想があった。

さて、レクチャーの概要について少し触

れておきたい。まず、体育心理学の中核は

「運動学習」であり、その前提基盤となる

のは「動機づけ」であるとされた。そして

土屋裕睦（大阪体育大学）

「運動学習によって充足される動機づけは、

体育の重要な目的である人格形成とも密接

に関係している」ことから、運動学習、動

機づけ、人格形成に関する知識を相互に関

連づけて体育心理学の講義を行うのがよい

と解説された。

こうすることで「全体に一貫した筋を通

して体系的な知識を提供し、実践に結びつ

く」ことが可能になる。なるほど、体育教

師が知っておくべき心理学的知識の柱が定

まった感じがした。

なお、以上のような意図のもとに刊行さ

れたテキストが「運動指導の心理学」（大修

館書店）である。この11月に新版として改

訂され、具体例がさらに加筆されて読み応

えが増しているので一読をお薦めしたい。

最後に、先生のご経歴の一部をご紹介して

おく。改めて先生の貢献の大きさを感じず

にはいられない。

＜杉原隆先生のご経歴＞

東京教育大学大学院体育学研究科修士課程

修了後、東京教育大学、筑波大学、東京学

芸大学に勤務。現在は、十文字学園女子大

学特任教授｡社団法人日本体育学会副会長、

日本スポーツ心理学会理事長・会長。文部

科学省中央教育審議会専門委員、日本学術

会議連携会員を歴任。財団法人田中教育研

究所所長。
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キーノートレクチャー2

演者報告

「応用実践科学におけるフィールドの持つ意味一運動学習研究より－」

学会大会委員会の中込先生からこの題目

でのお話をいただいてから，なかなか話す内

容の構想が固まらなかった．私自身のこれま

での歩みの中でのフィールドとのかかわりを

紹介すればよいと当初考えていたが，退官後

の記念講演ではないので，私の思い入れだけ

を皆さんにお話しするわけにはいかないと思

った．

そこで，この機会は今一度自身の歩みを謙

虚に振り返りつつも，今後に向けていかにフ

ィールドと向き合っていくのかを再考する場

にして，その場を聞きに来てくださる方と共

有すればよいと考え準備した．

しかしながら，岡澤先生のプレセミナーに

参加して，圧倒的なエネルギーにまずは驚嘆

した.真筆に教育現場と向き合いつつも,様々

な工夫を凝らしながら実践研究としての成立

を模索し，さらに再度教育現場への還元を行

うその見事なまでの円環性とそれを動かし続

ける力に圧倒された．運動学習研究が現場で

より必要だという表面的なメッセージ以上に，

その現象へ向き合う姿勢に共感を覚えた．

次に杉原先生のキーノートをお聞きし,傭

瞳的に現象をとらえることの重要性を再認識

し，それを行ってこられた先生の聡明さに感

動すら覚えた今ではあたかも異なる研究領

域としてみられる運動学習と動機づけという

2つの領域をつなぐことこそが現象を適確に

とらえ，体育心理学という応用実践科学の存

在基盤になるものと確信した．

さらに，シンポジウムで扱われた個人差の

問題は私の発表の中でも触れたが，まさに応

山本裕二（名古屋大学）

用実践科学として原点となるべき問題であっ

た.方法論としての質的研究の話題も出たが，

大切なのは方法論ではなく現象をいかに真筆

に受け止めるか，換言すれば真の理解を求め

るかであると痛感した．

自身の話題提供と離れて今回の企画の感

想に紙面を費やしてきたが，これらの内容は

まさに今回の私自身の内容そのものであった‐

科学としての存在基盤として要素還元という

名の下の現象の切断．それに警鐘を鳴らして

おられたのが杉原先生のテーマであり，岡澤

先生の教育現場との格闘であった．運動学習

研究と言いながら現象を切断し，要素を自在

に操作した実験研究はあくまで観念的なモデ

ルの世界の中でのことであって，現象の縮約

ではない．現象の真の理解のために（観念的）

モデルも必要となるが，モデルは現実世界と

は異なる次元であることを忘れてはならない．

また,現実世界に存在する多様性や複雑さ，

換言すれば個人差にとらわれるだけでは表面

的な記述に終わってしまい，これもまた現象

の真の理解には届かない．個に寄り添って共

感しつつ観察することの重要性はいうまでも

ないが，それだけではいわゆる対処療法で終

わる．方法論という定規は一つではなく，眼

前の現象に適確に浮かび上がらせるようにい

くつも用意しなければならず，そのために研

究者は日々研讃しなければならないのだと自

戒した．登壇させていただいたことに感謝す

るとともに，ご清聴ありがとうございました．

「永遠の青年｣であり続けたいと思いました．
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キーノートレクチャー2

傍聴記

キーノートレクチャーを傍聴させて頂き、

私自身改めて考えさせられるような新しい

視点が得られることが出来ました。まず、

杉原先生より『教員義成系大学における｢体

育心理学」の講義をめぐって』という題名

で、奥深い内容のお話をお聞きしました。

私自身、体育心理学という言葉の解釈は大

変困難であると感じており、まだ自分の言

葉でうまく説明することは出来ていないの

が現状です。その最たる理由は、「体育心理

学」と「スポーツ心理学」の2つの領域が

似ている部分が多く解釈が容易ではないと

いうことが考えられました。特に、体育と

スポーツの概念が混同しやすく、この区別

をつけられないと「体育心理学」と「スポ

ーツ心理学」の理解は進みにくいと思いま

す。そう感じていた私にとって、今回の講

演は「体育心理学」の理解を促す内容でし

た。

また、山本先生からの「応用実践科学に

おけるフィールドの持つ意味一運動学習研

究より－」という題目の識演では、多くの

勉強になる知識を得ることが出来ました。

フィールド研究を進めていく上で避けては

通れない課題の一つに、実験条件の統制を

どこまでこだわるかが挙げられると考えら

れます。実験条件を統制しなければ、実験

の精度が下がり適切なデータが得られない。

一方で､実験条件を細かく統制していくと、

早川琢也（東海大学大学院体育学研究科）

フィールドで行っていながら実験室的な研

究になってしまう。この点は、私が研究を

進めていく上での葛藤でありました。私の

研究はスポーツメンタルトレーニングにお

ける介入研究を主としており、それらの研

究はフィールドで行うものであって、この

講演を聞かせて頂いた頃は、実験条件の統

制を含めたフィールド研究の難しさを痛感

していた時期でありました。それだけに、

この講演を通してフィールド研究に対する

考え方や基本的な知識を学ぶことが出来た

ことは、自分の研究を進めていく上で大き

なプラスとなりました。特に、研究を行う

には理論の検証が重要であり、運動現象に

関する理論を立て、実践の場でそれを検証

することが必要であるという考え方は、今

後の自分の研究を発展させていくにあたり

大切なことであると感じました。体育・ス

ポーツ分野の数々の理論に限らず、あらゆ

る分野の理論は不変のものではなく、新た

な発見や地道な検証によって変化してきま

した。このことは、現存の理論はまだ検証

や発展の余地があると言え、理論の提起と

その実験的検証を繰り返していくことで、

運動・スポーツ・体育実践の場に関する理

解や説明が進み、心理学が運動・スポーツ・

体育領域に貢献できる可能性が大いにある

と感じました。

－19－



キーノートレクチャー2

司会報告

2008年9月9日から12日まで、早稲田

大学において日本体育学会第59回大会が

行なわれた。体育心理学専門分科会では、

企画委員会（委員長；中込四郎先生）を中

心にスポーツ・体育における「個人差・パ

ーソナリティ」に関連する諸要因を取り上

げてシンポジウム・キーノートレクチャー

1．2を構成した。

「個人差（パーソナリティ）」を扱った研

究は、1960年代頃、体育心理学領域の中心

課題であり、学会大会での研究発表の主要

な部分を占めていた。その後、運動学習領

域，動機づけや集団行動を中心とした社会

心理学領域に研究の中心が移り、さらに実

践的・現場的な研究領域の代名詞となった

『心理的サポート」と呼ばれるメンタルト

レーニングの実践研究が主流になった感が

ある。

企画委員会は、シンポジウムでは「個人

差（パーソナリティ）」に関わる課題につい

て、キーノートレクチャー1では、主とし

て教育現場における「個人」の問題を、そ

してキーノートレクチャー2ではスポー

ツ・体育のフィールドでの「個人」の問題に

ついて、運動を通した「体験」に注目して

各講師が膨大な研究資料を基に、明確にそ

の方向性を示した。企画委員会の目論みは

見事に具現化されたといってよい。

キーノートレクチャー2では、「応用実践

科学におけるフィールドの持つ意味一運

動学習研究一」と題して山本裕二先生（名

古屋大学）に、自身の運動指導の経験で得

た指導者としての「立ち位置のゆらぎ」を

指導例から示され、ひとつの確信を持つに

到る過程を判りやすく解説して頂いた。講

演では、「個人差」の問題から出発し、多く

の指導現場（フィールド）での問題を理解

荒木雅信（大阪体育大学）

するための「解｣を見出す指導法･運動学

習・運動制御の各領域の有効な理論と研究

方法を紹介し、それらを基にした検証法を

具体的に解説されて、一定の理解が得られ

たことは有意義であった。また、それ

だけでは十分な「解」を得られないこと、

フィールドの問題を再度、理論の側に戻し

検証し、再々度、フィールドに戻し実証す

るという研究の相互循環のプロセスを示し

た。このような研究に対する姿勢（哲学）

を、われわれは大いに見習うべきである。

先にも話したが、今日の体育心理学研究

の方向性は「現場的・実践的」志向が大勢

であるように思える。今学会の一連の企画

は、それに警鐘を鳴らすものである。決し

て、「現場」や「実践」を軽視することでは

なく、フィールドを見据えつつ、基礎的な

検証を行なうことが大切であると言いたい。

特に、若手研究者は基礎研究の経験を多く

積んで貰いたいものである。また、「個人」

を扱う研究、特に「パーソナリティ」に関

連する要因はスポーツ・体育心理学の根幹

を形成するひとつである。この分野での基

礎研究（理論的検証）の報告が、体育学会

で多くされることの重要性を演者の発表か

ら痛感した。

最後に、演者が講演のなかで何度の引用

されていた中村氏（1992）の「実践とは、

各人が身を以ってする決断と選択を通して、

隠された現実の諸相をひきだすことなので

ある。そのことによって、理論が現実から

の挑戦を受け鍛えられ､飛躍するのである。

実践が理論の源泉であるというのは、その

意味で考えられるべきなのである」という

文章を、秋の夜長によく味わってみたいと

思う。
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シンポジウム

司会報告

平成20年度の日本体育学会大会・体育心理学

専門分科会シンポジウムでは、特定の研究課題あ

るいは領域からご関係の深い先生方より話題提

供いただくのではなく、「個人差」をテーマとし

て取り上げることによって、研究対象や課題の理

解あるいは関わり方について考える機会となる

ことを願って企画いたしました。

私は、「個人差」（個体間・個体内差）への配慮・

注目が、心理学の出発点にあるのではないかと受

けとめていますbまた、私たちが、研究課題をも

つに至る過程の始まりは、身の回りの個別事象へ

の注目ではないかとも考えていますbその後、多

数の標本による確かめへと移行していくにして

も、出発点となった「個の理解」が十分でなけれ

ば、説得力ある定逓的研究の実現は困難となるは

ずですも

しかしながら、客観性や普遍性を強く志向する

今日の傾向は、直接個人差を扱うことを少なく,し、

その代わり、収集した多数のデータに精微な推測

統計（有意差検定）を施し、間接的に個人差を扱

うようになってきたように考えられますb必然的

に、個に対する見方の変化、そして個人差要因を

直接組み込んだ研究計画が少なくなったように

感じられますb

今回の「個人差」を取り上げた背景として、私

の中には、「今は注目されていないが、再び考え

ることは何らかの意義があるはず」といったテー

マを扱ってみたいとの漠然とした思いもありま

した。そのようなことから、個人差変数・要因と

関連の深い領域として、パーソナリティがすぐに

浮上してきました。体育心理学の中でパーソナリ

ティ研究も激減したととらえていますも伝統的な

テーマとも言える、「スポーツとパーソナリティ

形成」においても、個人差の視点を強く意識して

中込四郎(筑波大学大学院人間総合科学研究科）

いれば自ずと対象者らの体験内容に迫ることに

なろうかと思いますbパーソナリティ研究と個人

差変数を扱った研究が下火となった背景はどこ

かで繋がっているように思われます6さらに、現

場から遊離した研究との批判には、個別事象への

関わりが薄くなったことも一部起因しているの

ではないかとの見方をしていますb

このような企画主旨に基づき、本シンポジウム

では鈴木聡先生（東京学芸大学附属世田谷小学

校)、竹之内隆志先生（名古屋大学総合保健体育

科学センター)、荒井弘和先生（大阪人間科学大

学人間科学部）より話題提供をいただきました。

3名のシンポジストの先生からは、小学校体育指

導の現場パーソナリティ変容研究、そして個別

事象を扱った研究アプローチと、それぞれが精力

的に取り組んでいる研究一実践の場から、フロア

ーとのその後の討議を導く有意な視点を提示い

ただきました。

当日の討議の流れとして、「個人差」を扱うこ

とが、すなわち事例研究であり、質的研究である

といった受け止めを一部でされたようであるな

ら、司会者である私の不手際と、お詫びいたしま

す。両アプローチを採用している研究であっても、

このシンポジウムでテーマとした「個人差」を十

分汲んでいないものも散見いたしますb

企画者も含め､話題を提供したわれわれ4名は、

「個人差」を強く意識してこれまで関わってきた

わけではありません。今回の課題を設定した時点

から（あるいは依頼を受け)、自身のこれまでの

研究・実践を振り返ったのが正直なところですb

われわれとしては今回のシンポジウムによって、

参加された会員の皆さんが、しばし立ち止まって

ご自身の研究・実践を「個人差」の視点から見つ

め直す弓機会となれたならば幸いで-れ
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シンポジウム

演者報告

体育心理学専門分科会のシンポジスト

に選んで頂き、本当にありがとうございま

した。体育科教育を専門としている私にと

りまして、大変分不相応な大役と認識して

おり、せっかくのシンポジウムを台無しに

してしまうのではないかと危倶しておりま

した。借越ながら、小学校の体育科授業場

面における個人差の扱いやそこから解釈さ

れる事象、そして個人差を生かした授業づ

くりについて紹介させて頂きました。素晴

らしい先生方そして参会者の皆様方のおか

げで私自身大変勉強になる機会となりまし

た。

学校教育における体育科授業の場にお

いて、「個人差」という現状は大きな問題関

心です。私たちが日常行っている児童理解

そのものが、個人差の理解であるという視

点で、論を進めさせていただきました。個

を形成している要因は、パーソナリティは

勿論、生活環境や家庭環境、友だち関係や

学習意欲、体育科の学習場面では身体能力

や自尊心、運動経験、技能一・実にたくさん

あり、学校現場はこれを同時に扱っていく

非常に難しい世界だという見方もできると

考えます。そもそも、個人差に応じた支援

を日常的に行うことが、私たち教師の仕事

の本質なのかもしれません。それが、ディ

スカッションを通して再認識できました。

私たち教師は、丁寧な個のみとりを大事

にしていく必要性を常に求められますし、

意識しております。以前は、一斉学習とい

鈴木聡（東京学芸大学付属世田谷小学校）

う形態で進む授業であっても、－人ひとり

の個を生かしていこうと考えておりました。

しかし、ただ個を生かすのではなく，個を

つくるたくさんの要因や変数が存在してい

ることを理解し、その一人ひとりが学びの

場を形成していることをふまえ、全体とし

ての授業だけでなく、個の学びに何が起き

ているのかを丁寧にみていくことがより大

切であると最近は強く思います。「若い頃は、

全員を上手にしたりできるようにさせてい

くこ･とに情熱を傾けていたが、現在は、子

どもたちの学びの過程を丁寧に見ていくこ

とを大事にしている」という私の発言に対

し、フロアの方から、教師として、その経

験があったからこそ、今のような考え方に

至っているのではないか、というご意見を

いただきました。若い頃のいわゆるパワー

主義で授業をしていた頃に受け持っていた

子どもたちに悪いことをしたように考えて

いましたが、このご意見によって救われた

気にもなります。個別の事象に丁寧に目線

が向くようになるには、確かに教師として

の経験と授業の積み重ねが必要なのかもし

れません。

学校現場は、個人差変数の宝庫であり、

授業研究や児童理解は、パーソナリティ研

究の視座をもってこそ、成功裡に機能する

のかもしれません。今回のシンポジウムを

通して、図らずも自分自身の教師としての

自己反省ができました。今後も精進して参

りたいと思います。
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シンポジウム

演者報告

今回のシンポジウムは，体育・スポーツ

場面における個人差やパーソナリティ要因

について考えることがテーマでしたが，私

は主としてパーソナリティの方に焦点を当

て，「スポーツ経験とパーソナリティ発達を

めぐる研究の課題」と題して話題提供をさ

せていただきました

話題提供では，まず1983年以降のスポ

ーツ・パーソナリティ研究のレビュー結果

を報告し，研究方法上の問題点を指摘しま

した．つまり，大学生にYG性格検査を行い

スポーツ実施の有無や種目の違いなどで比

較するだけの研究が多いこと，また，こう

した研究方法は1960年頃に行われていた

方法と同じであり進歩がないこと，さらに

は，こうした研究方法ではスポーツがパー

ソナリティ発達に寄与する条件には迫れな

いこと，などを指摘しました．次に，こう

した状況を打破するために，スポーツ経験

の質を詳細に捉えたり，パーソナリティ変

容理論を導入することなどを提案しました

また，スポーツ経験もパーソナリティも加

齢に伴いながらそれらの質が変容していく

ので，両者の関連については生涯発達的な

観点から捉え，幼少期からの発達段階ごと

に両者の関連を調べる必要性も指摘しまし

た．その後，スポーツ経験とパーソナリテ

ィ発達の関連を生涯発達的な観点から捉え

たモデルを提示し，モデルの一部を検討し

た私の研究を紹介しました．最後に，スポ

ーツ経験とパーソナリティ発達研究の課題

として，各自のスポーツ経験の違い（個人

差）を追求することや，「どの時期」の「ど

のようなスポーツ経験」が，「どのようなパ

ーソナリティ」に「なぜ」影響するのかを

竹之内隆志（名古屋大学）

包括的に理解することを提案しました．ま

た，パーソナリティ発達に影響する経験は

たくさんある中で，あえてスポーツ経験に

着目する意味やスポーツ固有の影響を明ら

かにすることも課題として指摘しました

このような話題提供でしたが，最も悩ん

だ点はスポーツ経験とパーソナリティ発達

の話の中で，個人差についてどのような話

題提供ができるかという点でした．これま

で個人差についてはさほど考慮せずに研究

を行ってきたので悩んだのですが，この点

を考えるために，これまでに発表した論文

や過去に入手したデータを個人差という観

点から見直す作業を行いました．その結果

感じたことは，個人差を考慮することで研

究がより深まるのではないかということで

した．例えば，従来のパーソナリティ研究

では，スポーツ経験の多い人の方が少ない

人より外向的と結論づけられることが多い

のですが，スポーツ経験が多い人でも内向

的な人はもちろん存在し，個人差があるは

ずですしかし，このような個人差を追求

した研究は見当たりません．そこで，この

ような個人差が生じるのはなぜかという視

点を持ち検討することで確実に研究が進展

すると思い，シンポジウムでも同じ主旨の

ことを述べさせていただきました

以上のように，今回シンボジストとして

話題提供をさせていただきましたが，自分

の研究を振り返ったり，個人差について考

える良い機会となりました．最後になりま

すが，このような機会を与えてくださいま

した専門分科会学会大会委員会の先生方，

ならびにご清聴いただきましたフロアーの

皆様にお礼申し上げます．
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シンポジウム

演者報告

個人差を大切にした研究の実践：現場で得たデータを実践に活用する

「個人差は大切にされるべきである」

という意見に、異論を差し挟む者はいな

いであろう。実践においては、個人差を

無視することはできないためである。研

究についての、「個人差を重視するべきで

ある」または「重視するべきでない」と

いう議論も不毛であり、どちらの立場で

行われた研究も実践に貢献できるはずで

ある。おそらく、個人差を積極的に扱わ

ない研究が目指すべきなのは、多様な現

場において実践の拠り所となる「指針」

を示すことであり、個人差を積極的に扱

う研究が目指すべきなのは、具体的で生

き生きとした「事例」を示すことなので

あろう。

本シンポジウムでプレゼンテーション

を行うにあたり、個人差に着目する前に、

まずは個人を大切にする必要があるので

はないかという提案を行った後、「1．個

人を大切にした研究・実践の紹介」「2．個

人を大切にできる研究手法」「3．個人を

扱うことに関する提案」という3つから

なるアジェンダを設定した。

1．個人を大切にした研究・実践の紹介

具体例として、事例研究である荒井

（2008：大学体育学）および質的研究法

を用いた荒井ほか（2005：スポーツ心理

学研究）を紹介した。

2個人を大切にできる研究手法

個人の問題を扱うのか（個体差重視）、

共通する問題を扱うのか（個体差相殺)、

つまり研究の目的によって、研究方法は

選択されるべきである。個人を大切にで

きる研究法として、一事例の実験デザイ

ンと質的研究法を挙げた。一事例実験デ

ザインについては、現在では、視覚的判

荒井弘和（大阪人間科学大学人間科学部）

断を凌駕するほどの検定がないという知

見を紹介した。質的研究法については、

暖昧な部分を扱うことに醍醐味があると

も考えられるので、安易に切り捨てない

ようにするべきではないかということを

述べた。

3．個人を扱うことに関する提案

個人を大切にした研究が実施されてい

ない理由（障壁）として、「研究に仕立て

にくいと思われやすい」「適切な研究方法

があることを知らない」「代替案だと思わ

れやすい」ことがあるのではないかとい

う私見を述べた。最後に、胸を張って個

人の研究を行うことを目指して、「個人

（個別事例）を大切にしよう」「現場で得

られたデータを元に、介入を行おう」「積

極的に研究発表をしよう」ということを

述べ、「現場はすべて個別事例である」こ

とを強調し、プレゼンテーションを終了

した。

ディスカッションでは、「指針と事例は

平行線か（名古屋大学の山本先生）」「良

い質的研究をできるようになるための方

法について（国立スポーツ科学センター

の武田先生）」「良い質的研究は、書いた

人の目になって読める／きちんとした質

的研究をやっていこうという呼びかけ

（びわこ成躁スポーツ大学の豊田先生）」

など、貴重なコメントをいただいた。本

シンポジウムが、体育心理学研究におい

て、個人を扱うことに関する議論を導く

ためのステップになればと考えている。

謝辞：企画者・司会の中込先生、シン

ポジストの鈴木先生、竹之内先生、事務

局としてご尽力くださった早稲田大学の

皆様に感謝申し上げます。
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シンポジウム

傍聴記

体育心理学が個人差への配慮・注目から

始まった学問でありながら、近年、個人差

やパーソナリティ要因に関する研究が少な

くなってきたとの現状認識から、減少傾向

にある個人差やパーソナリティ研究を再考

し今後の研究課題探しに繋げたいと、司会

の中込氏からシンポジウムの趣旨説明があ

った。

最初に登垣されたのは、現職の小学校教

員でもある鈴木先生である。体育心理学が

現場から遊離した研究が多いという批判が

ある中、学問の成果が教育現場でどのよう

に活かされるのか大いに期待される。個人

差の捉えと授業作りがテーマで、授業風景

のビデオ動画を交えた明快な発表であった。

器械運動領域の授業では、一人ひとりの個

性を大切にすることは個人の得意技やこだ

わりを大切にすることであり、個人を集団

活動の中でしっかりと見取ることが重要だ

と述べられた｡技を教えることだけでなく、

授業の中で子どもたちがどう関わっている

かを解釈する能力が教師に求められるとい

う指摘であった。

第二番目の発表者は竹之内先生である。

氏は国内外の体育心理学の文献のメタ分析

から、従来のスポーツとパーソナリティ研

究の問題点を指摘して、将来の研究のあり

方に対する提言を行うものであった。スポ

ーツが個人に対して有用なパーソナリティ

特性をもたらす為には個人がどのようなス

ポーツ経験をしたのか、そして、どのよう

な行動変容を得たのかという観点が重要で

ある。スポーツ場面で選手が、考え、探求

し、危機を乗り越え、再び自己投入すると

いう、個人の体験レベルの組み立てから個

滝省治（甲子園大学）

人差・パーソナリティ特性が生まれる。こ

うした自我発達の枠組みを考える研究の重

要性を指摘された。

第三番目は荒井先生である。冒頭に、統

計を使った研究は評価されるが、個人を直

接扱う質的研究は評価されることが少ない

と指摘して、個人差の研究事例、個人差の

研究方法、観察記録と介入について述べら

れた。従来の量的研究は指針があって第三

者的な評価が得られるが、個人差を扱う質

的研究は事例を扱い、根拠の水準が違うの

でいつまでも平行線となると発表された。

各演者が与えられた時間を遵守された結

果、比較的長時間の活発な質疑応答が持た

れた。授業分析では教師の観察眼が大切だ

が、教師自身の成長が関係すること、重要

な他者の眼、広い眼の必要性、親和的な学

級経営の重要性が語られた。メタ分析では、

従来のパーソナリティ研究が全く不毛であ

ったとはいえないとの指摘や、従属変数と

独立変数を設定し仮説検証的研究を行って

も縦断的研究こそ重要で、実は息の長い研

究の難しさが本題となるとの主張もあった。

また長年、質的研究法を続けている先生方

からは、質的研究は個の正しい理解が難し

いという指摘があり、研究者側の見る眼、

すなわち視点の深みが研究水準に反映する

のだと研究上の厳しさが示唆された。

自我発達の段階説を提唱したLoevinger

はCharacterとEgoを区別しなかったとい

う。内田クレペリン精神検査を使う古いパ

ーソナリティ研究者としては、最初に若干

のPersonality定義が欲しいところであっ

た。
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シンポジウム

傍聴記

早稲田大学において行われた第59回日

本体育学会における体育心理専門分科会シ

ンポジウム、「体育・スポーツ場面における

個人差・パーソナリティ要因に関わる研究

の課題」を傍聴した。冒頭に中込先生から

本シンポジウムの趣旨の説明があった。「個

の理解が集団への理解の出発点」と先生は

おっしゃられた｡研究者的な観点からみて、

特に自然科学系の実験計画において必要と

される限り個性を消し、条件統制によって

個人差を極力少なくしようとする努力に対

して、すなわちそのことが個の理解への関

心が低下することとが同義ではないという

ことの警鐘でもあるように感じた。

シンポジストは授業実践の立場から東京

学芸大学附属世田谷小学校の鈴木聡先生、

研究者の立場から名古屋大の竹之内先生、

大阪人間科学大学の荒井先生の3名であっ

た。

鈴木先生からは小学校の指導現場から、

対象の｢個｣に迫ることの必要性を具体的な

事例を通して分かりやすくご発表をいただ

いた。先生のようなご発表を目の当たりに

すると、やはり個人差や、その個人が持つ

文脈の重要性を痛感させられる。竹之内先

生からは先生が行ってきた研究活動から、

パーソナリティ発達にスポーツ経験がどの

ように影響を及ぼすのかについての概略が

述べられ、その際に扱われる変数をどのよ

うに規定するかについてご発表をいただい

た。鈴木先生のご発表から竹之内先生の発

表を通じて、「個人差｣の中の｢パーソナリテ

ィ」や｢個性」というよりはその人の生きて

きた｢人生の文脈」といったものの重要性が

さらに強調されたように感じる。荒井先生

菅生貴之（大阪体育大学）

からは｢個人差」を重視した研究事例からど

のような方法論で個人差を積極的に扱うこ

とができるのかについて提言をいただいた。

荒井先生は研究を実践とつなぐことに非常

に積極的で、実践活動も活発に推進してお

られる。「個｣や｢質」という従来の自然科学

的手法では扱えなかった変数をどのように

扱うかについての「新しい挑戦」を話題とし

て提供していただいた。

フロアを交えてのディスカッションでは、

それぞれの捉える「個人差」というものに対

して活発な意見の交換が行われた。一方で

｢個人差」を捉えるという本シンポジウムの

テーマから少し｢事例研究」というところに

議論が向いていたようなところも見られた

が、中込先生の適切な進行のおかげで大き

く逸脱することはなかったように感じる。

いずれにせよ、中込先生のおっしゃるよう

に、「心理学」というものが「個人差」をスタ

ートとして成立しているということには、

異議を唱える人は少なかったのではないか。

しかしそうした方法論が一般化や普遍化を

目指す「自然科学｣的な手法にのせようとし

たときに、多くの人が疑問に感じながらも

個人差を無視せざるを得なかった時代の影

響を受けてきたことを改めて考えさせられ

た。個人差を極力排除した方法論で科学が

述べられていた時代は、終焉した、とまで

は思わないが、それですべてを語る時代は

もはや過ぎ去ったようにも感じる。私自身

も実践活動を新しい方法論で研究活動につ

なげていくことの必要性を痛感させられ、

大変刺激的なシンポジウムであった。この

場を借りて、中込先生と3名のシンポジス

トの先生方に感謝を申し上げたいと思う。
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口頭発表

座長報告

○ポジティブ特性へのスポーツドラマチッ

ク体験の規定力（橋本公雄：九州大学健康

科学センター、徳永高司：西日本鉄道）

演者らが取り組んでいる「スポーツ選手

のドラマチック体験が生きる力に及ぼす影

響について」の一連の研究発表であったが、

今回は「スポーツドラマチック体験尺度」

や「スポーツ版強み・長所尺度」を用いて

のポジティブ特性へのスポーツドラマチッ

ク体験の規定力を検討されたものである。

技術の向上を図る過程におこるドラマチッ

ク体験があらゆるポジティブ特性に関連し

ていると示唆されたことは興味深い｡一方、

努力や練習の重要性の気づきや対人トラブ

ルによる自己反省が特異なポジティブ特性

に関連しているとのことであったが、スポ

ーツでの体験が、一瞬のうちに、あるいは

時の流れのなかで熟成し、ポジティブ特性

の限られた枠内で語ることのできない生き

る力として生成されることもあると考えら

れ､また､スポーツのドラマチック体験は、

台本があっても、常に繰り返される再演

（日々の練習や試合など）や状況の変化に

よって書き直され、語り直されると思われ

る。

スポーツドラマチック体験が、私たちの

人生においてけっして特殊な出来事ではな

く、生き生きと私たちの心的現実として寄

り添っていることを感じると同時に「規定

力」という言葉で枠組み作りをすることの

難しさを感じた。

津田忠雄（近畿大学）

○大学生を対象とした運動不振尺度の開発

一妥当性と信頼性の検討一（古田久：埼

玉大学）

運動不振尺度を開発するために59項目

の質問を因子分析などの統計的手法を用い

ての分析であった。

フロアーからの質問もあったように、因

子分析などの統計的手法を用いるとき、厳

密であろうとすればするほど、その統計的

処理方法に惑わされることも多く、演者の

意図性や操作性が入ることに十分配慮すべ

きであると思われた。また、大学生を対象

とした「運動不振」という着目は、さまざ

まな大学体育における指導．教育が抱える

現実的な問題を想起させるものであり、実

践的な教育的配慮も含め、今後より厳密で

幅広い視野での展開が尺度の開発とともに

必要であると考えさせられた。

○高校運動部員に対するストレスマネジメ

ントプログラムの実施とその評価（渋倉崇

行：県立新潟女子短大、西田保：名古屋

大学、佐々木万丈：仙台電波高専）

高校運動部員（男子11名、女子3名：

一年生）を対象に、ストレスマネジメント

プログラム(SMP)を作成し、4週間に渡り、

4回のセッションを実施した効果を、スト

レッサー尺度、認知的評価尺度、コーピン

グ尺度、ストレス反応尺度、適応尺度など

を用い実施前後の2回行い検討されたもの

である。また、最終セッションでのワーク
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シートの記述内容の詳細な検討も付加され

ていた。

SMP展開の効果をさまざまな尺度を使い、

また、その尺度では捉えることのできない

心理的効果をワークシートの記述での検討

が必要であると感じた。また、対象が比較

的少人数であったことも、きめこまやかな、

状況の変化に対応する個々人への介入が促

進されたのではないかと思われ、一方、SMP

の実施にあたり、「誰が、どのように」とい

った展開するのかといった基本的な問題も

考えさせられた。つまり、誰でもが展開で

きるように作成されたSPMであると思われ

るが、演者らのスポーツ心理臨床家として

の個人的な生徒に対するあり方が、もっと

もその効果に影響を及ぼすものではないか

と思われた。
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口頭発表

座長報告

今回のセッションは2題であったが，相

互の関連は少なかったのでそれぞれ個別に

報告する．

一題目は杉山先生（九州大学）による「ﾉ!、

学校の体育授業を通してライフスキルを穫

得・向上させる試み」であった．西田保先

生（名古屋大学）を代表とする科研による

共同研究の一環で，体育授業において狸得

されていると仮定される心理社会的スキル

を介入によって般化したライフスキルとな

るか否かを検討したものであった．そのた

めに通常の小学校での体育授業の授業後に

般化を促す振り返りを子どもに行わせるこ

とによって，般化を図ろうとするものであ

った結果は，こうした授業後の簡単な振

り返りによっても，授業で獲得される心理

社会的スキルが日常生活でのライフスキル

として般化することが示されるものであっ

た．発表時間の関係から，介入を行った3

つのクラスでの体育授業の内容については

報告されなかったが，担当した教員の経験

年数によっても影響を受けている可能性が

あるということからも，授業内容との関連

において，心理社会的スキルが体育授業で

獲得される要件などについてもお話しいた

だきたかったというのが素朴な感想であっ

た．

山本裕二（名古屋大学）

二題目は乾先生（鳴門教育大）による「手

指の周期的な等尺性力発揮における力とタ

イミングの制御」であった．冒頭，プログ

ラム並びに予稿集でのタイトル「手指の力

の適応制御における遠心性コピーの役割」

からの変更が告げられた．課題は人差指で

力を入れることと抜くことの周期的な調節

で，その際の力量の発揮量を操作して，目

標発揮筋力とその発揮筋力の変動と時間的

変動の関係を検討されたものであった．結

果は，同じ目標発揮筋力であっても，それ

が力を入れるときの目標となるか力を抜く

ときの目標となるかによって発揮筋力およ

び時間の変動が異なる，すなわち脱力目標

となる場合により大きな変動を示すという

ものであった．ここで報告されたものは現

象としては面白いと感じたが，なぜこうし

た現象が生じるのか，あるいは現実ではど

ういった場面に相当するのだろうかと考え

させられた．

朝一番のセッションにかかわらず，多く

の人に参加していただいたことに感謝する

またそれだけに，いずれの発表においても

もう少し発表時間が長い方が，研究の全体

像や細部まで理解できると思われ，今後発

表時間の延長を望むところである．
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口頭発表

座長報告

大会最終日（12日）の午前の口頭発表で、2演

題の座長を担当しましたので、個人的な感想を交

えて、ご報告いたしますbただし、私にはあまり

馴染みのない領域の研究報告でしたので、紹介内

容やその解釈に誤解があるかもしれませんが、ご

容赦いただければ幸いですb

一件目は、名古屋大学の山本裕二先生による

「ソフトテニス・シングルスゲームにおけるダイ

ナミクスー対人間協応の観点から－」という演題

でのご発表でした。その内容は、ソフトテニスの

ゲーム中の選手の動きを、コート中心からの極座

標（角度）によって表現することで、ケーム展開

を記述しようと試みるものでした。この方法では、

クロスコートでのラリーが行われているときは、

両選手の値がともに正あるいは負となり、ストレ

ートでのラリーでは、正負が異なることになりま

す。テニスのシングルスでは、クロスコートで打

ち合っているときは比較的ラリーが安定して進

行する一方で、「仕掛ける」際には、ストレート

コースヘボールを打つことによって不安定状況

を作る、などといったことが行われるようですも

このような背景を鑑みれば､今回のような極座標

による表現がゲーム展開の把握に有効な手段と

なるのではないか、ということが演者の主張であ

ると理解しました。

フロアからは、角度だけでなく中心点からの距

離あるいは高さも考慮すべきではないか、あるい

杉山佳生（九州大学）

は、周期的な運動では有効な考え方ではあるが、

テニスではどうなのか、といった質問が出されま

した。確かに、まだ多くの課題が残されていると

いう印象も持ちましたが、今後の発展が期待され

る独創的な提案であるとも感じました。

二件目は、京都大学の藤井進也先生による「世

界最速ドラマーはどれくらいすばやく叩ける

か？」という演題でのご発表でした。演題のとお

り、「世界最速ドラマーコンテスト」で優勝した

プロのドラマーの、スティックを使ったタッピン

グ課題での速さなどを探るという内容でした。結

果は、一般に限界と言われている毎秒5～7回を

超え、毎秒10回の速さで叩くことができるとい

うものでした。優れているのは速さだけでなく、

安定性も保持されており、また、左右いずれの手

においても、同様の速さを有しているとのことで

した。特に、打叩間の屈曲筋活動の間隔が、ノン

ドラマーで60ms、一般ドラマーで50msであった

のに対し、世界最速ドラマーでは10msであった

という結果には、驚かされました。

フロアからは、片手で課題を実施している間の

もう片方の手の筋活動はどうなっているのか、ゆ

っくりした速さでも安定性は保てるのか、スティ

ックがなくても速さは維持できるのかなど、今後

の研究の展開に結びつくような、多くの質問が出

され、座長の責務を忘れて、議論に聞き入ってお

りました。
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ボスター発表

ポスター発表記

第59回日本体育学会は9月9日から12

日までの4日間、早稲田大学で開催されま

した。体育心理学のポスター発表日である

10日は秋晴れの過ごしやすい気候でした

が、会場はたくさんの人で賑わい、熱気で

溢れかえっていました。

神戸大学で開催された昨年度の大会に

参加した際も感じたのですが、今大会にお

いても、大学院生の発表者が多く見受けら

れました。盛んに討論が行われているのも

また、大学院生によるポスター発表の前で

あり、1時間という発表時間では足らず、

責任在席時間を過ぎても議論している光景

が多数見られました。大学院生である私も、

他の大学院生がどのような研究に取り組ん

でいるのか非常に興味があり、幾人かに質

問をさせて頂きました。このような交流が

刺激となり、お互いのモチベーションが高

まり、より良い研究へとつながるのだと思

います。また、発表者が思い思いの工夫を

凝らしたポスターを見ることは非常に学ぶ

ことが多く、今後の参考になりました。

私事ではありますが、日本体育学会で発

表をさせて頂いたのは今回が初めてでした。

発表をしてみて気付いたことは、他の領域

の方々からもご指摘して頂けるという点で

す｡昨年､専門領域の学会で発表した際は、

同じ領域の方々からの鋭い指摘を頂きまし

た。しかし、日本体育学会には15の専門

分科会があるため、様々な視点からのご意

見を頂ける機会があるのです。自分自身は

北山八与（日本大学大学院）

分かった気になっていたこと、気にも留め

ていなかったことなどが、他領域の先生方

からの素朴な疑問からの質問で浮き彫りに

され、自明の理であったことに気付かされ

ました。

今回ポスター発表させて頂いたテーマ

での発表は、今大会が初めてでした。用い

たデータ収集方法も分析方法も私にとって

初めてのものであり、手探りのような感覚

で進めていった研究であったため、ポスタ

ーを見て頂いた方々の目にどのように映る

のか不安の気持ちで胸がいっぱいでした。

伝わるだろうか、ご理解して頂けるだろう

かと思いながらも、発表内容の説明をして

いくうちに、忌悼のないご指摘．ご感想を

頂け、今回の発表はたくさんのものを得る

ことができた貴重な経験となりました。

ポスター発表は、発表者がポスターの脇

に立ち、参加者が質問をするという形式で

す。発表者と参加者がお互いの考えを持ち

寄り自由に討論することができるのは、ポ

スター発表の最大の利点ではないでしょう

か。今回の発表では、それを十分に活用す

ることができ、非常に有意義な時間を過ご

すことができました。

最後になりましたが、貴重なご意見を下

さった方々に、この場をお借りしてお礼申

し上げます。今回頂いたご指摘を参考に研

究を進め、その後の展開をまた学会で発表

できるよう努めたいと思います。
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ポスター発表

ポスター発表記

早稲田大学で行われた日本体育学会第

59回大会でポスター発表をさせていただ

きました。発表当日は初めての早稲田大学

であるため、迷うといけないので発表時間

の1時間以上前には高田馬場駅に到着しま

した。しかし、早く着きすぎたために発表

をされる先生方の姿はまだなく、早稲田大

学に向かう人の流れができていなかったた

め、案の定迷ってしまいました。そのため

朝から40分以上のウォーキングをする羽

目になってしまい、発表会場に着いた時に

は汗だくになっていました。

発表会場ではすでに多くのポスターが貼

られており、大学院時の同期や後輩の姿も

ありました。今回の発表はスポーツ選手の

自己愛傾向に着目をして、自己愛傾向の健

康・不健康を他者意識との関連性によって

調査をしたものでした。体育心理学でもあ

まり扱われていない自己愛に関する研究で

あるため、多くの先生方に興味を持ってい

ただくことはできませんでした。しかし、

興味を持っていただいた先生には一つ一つ

丁寧に説明させていただきました。

また、本年度の大会には私の発表以外に

も自己愛に関する発表がありました。発表

の内容も非常に興味深く、議論を深めるこ

とができました。特に、これから調査をし

重藤誠市郎（東海大学）

ていきたいと思っていた部分にも触れられ

ており、今後研究を進めるにあたり良い刺

激になりました。

発表会場は発表者と来場者の白熱した議

論が盛んに行われており、発表者と来場者

の意欲・関心の高さや研究に対する熱意や

貧欲な姿勢を感じることができました。こ

のような先生方の姿に対して自分自身を振

り返ってみると、あまりにも大きな差があ

ると痛感しました。その姿を目に焼き付け、

襟を正して今後の研究に取り組んでいきた

いと強く感じました。また、他大学に進学

した同期と再会し、環境の変化に戸惑いな

がらも常に前を向いて努力している姿に強

い刺激を受けました。やはり、学会という

場はいつも刺激にあふれ、自らの研究に取

り組む姿勢を再確認することができ、次の

研究への活力を得られる貴重な場だと感じ

ました。

最後になりましたが、質問に対して丁寧

にお答えいただいた先生方、私の発表に対

して貴重なご意見を下さった方々、ご指導

いただいた吉ﾉ||先生、そして、ともに研究

を進めてきた研究室の仲間に心から感謝い

たします。次回の学会でより良い発表がで

きるよう真筆に研究に取り組んでいきたい

と思います。
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ボスター発表

ポスター発表記

金屋佑一郎（読売巨人軍ジャイアンツアカデミー）

本年度の日本体育学会のポスター発表で

感じたことを、『発表環境』『発表者の工夫』

『今後への期待』という3点にまとめて述

べたいと思います。

まず『発表環境』についてですが、今回

のポスター発表は､会場が広々としていて、

移動がしやすくポスターをゆっくりと拝見

しやすい環境であったと思います。このポ

スター発表は、発表者と直接意見交換がで

きることが最大の利点であると思います。

このことは、発表者にとっても、様々な分

野から来られている先生方の意見を伺うこ

とができ、討論者にとっても新しい研究や

意見を知ることができ、とても貴重な時間

になることは間違いありません。そのため

にも、今回のような環境でポスター発表を

行うことは非常にいいことだと考えます。

次に、『発表者の工夫』という点ですが、

ある発表者の方が私に「ポスター発表とい

うのは、まず見たときに興味を引くような

ものでなければならない。文字が多いポス

ターは見にくい」とおっしゃいました。そ

の言葉を聞いた時に、国際応用スポーツ心

理学会(AASP)に参加した時のポスター発

表の様子を思い出しました。AASPで発表さ

れていたポスターは、1つ，っに個性があ

り、見ているだけで面白くなるような発表

ばかりでした。なかなか英語がわからない

私でも、絵や写真、グラフなどをあそこま

で巧みに使われると、おもわず足を止めて

ポスターを眺めてしまうものです｡つまり、

まずポスターに興味を持ち、そこで発表者

に声をかけ、そこから発表者と参加者との

ディスカッションが始まるのです。一方、

日本の学会でのポスター発表は、視覚にう

ったえるというよりも､発表のタイトルや、

発表者に興味を持って足を止める。そこで

たくさんの文字を読み終わって初めて、発

表者との意見交換が始まることのほうが多

いような気がします。もちろん、この事が

ダメだと言っているのではありません。た

だ、先にも述べましたが私達のような若手

研究者にとってみれば、様々な専門性を持

った先生方から貴重な意見やアドバイスを

いただけるのが、このポスター発表の最大

の利点だと思います。その為にも、まずは

興味を持っていただけるようなポスターを

作る工夫も必要なことだと考えます。

最後に『今後への期待』についてですが、

このこともAASPを思い出して感じること

です。AASPの発表の光景を見ていて非常に

面白いことがあります。それは、様々な職

業の方が参加されていることです。迷彩服

を着た隊員の方や、現場で指導をしている

コーチ､そして多くの研究者の方がいます。

そのため参加者からの質問も幅広く、多く

が現場での実践に直結しています。しかし、

今回の学会も含め、日本の学会には現場の

コーチの方々の参加がまだまだ少ないよう

に感じます。最近の発表には、現場のコー

チが聞いても興味を持っていただけるよう

な内容が多くあると思います。素晴らしい

研究を現場での実践に活かしてもらうため

にも、現場のコーチにも学会に参加してい

ただき、そこで研究者と実践者の意見交換

ができるようになることを私は希望します。
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大会参加記

豊田則成（びわこ成躍スポーツ大学）

私は、9月9日のプレセミナーが始まる

1時間ほど前に「早稲田の杜」に到着しま

した。数年前に日本スポーツ心理学会が開

催された会場ということもあり、多少の土

地勘はあったものの、都会の雑踏に押し流

されはしないかと不安に思い、少し早めの

到着を心に決めていました。案の定、地下

鉄の早稲田駅から地上に上がった時には、

少しだけ？道に迷ってしまいました。不覚

でした。

まず、プレセミナーでは、岡澤先生から

体育心理学の成果をどのようにして体育現

場にフィードバックするのかを主軸とした

長年に亘るお取り組みについてご講義をし

ていただきました。ここでは、現場と研究

を融合することの難しさ、様々な角度から

のアプローチの可能性、発展継承可能な課

題への挑戦など、私自身、様々な刺激を頂

戴しました。岡澤先生が「子どもたちは、

（運動が）出来なくても認めてもらいと思

っている」とおっしゃったことが、とても

印象的でした。また、体育教師の質的研究

といった側面からのアプローチが有益であ

ることにも首肯できました。刺激的な学び

の幕開けでした。

翌日のポスター発表では、私が強い関心

を有するキャリアトランジションをテーマ

とする研究発表もあり、非常に有意義な時

間を過ごしました。キャリアトランジショ

ン問題は、アスリートキャリア形成とセカ

ンドキャリア獲得の2側面からアプローチ

され、今回の水野先生（順天堂大）や小川

先生（近畿大学）のご発表は、前者の問題

と深く関わっているように感じました。フ

ロアで立ち話をさせていただいた時には、

私の問いかけに両先生から研究に対する熱

い想いをお聞きすることもできました。

そして、中込先生が座長をおつとめいた

だきました「スポーツ場面における個人

差・パーソナリティ要因に関わる研究の課

題」のセッションでは、キーワードとして

の個人差、この種の研究への関わり方、取

り組み方への関心、個人差の扱い、注目が

昨今激減してきていること等、私の研究意

欲を掻き立てる内容が多くありました。話

題提供者の先生方からは、それぞれのお立

場から興味深いプレゼンテーションをして

いただきました。一方、私も専心していま

す「質的研究」のトピックも取り上げられ

ました。特に、竹之内先生（名古屋大）の

「質的研究も量的研究も、どちらも大事」

といったご指摘に深く賛同いたしました。

また、個人的には、最近、荒井先生（人間

科学大）とお近づきになれたこともあり、

ご発表の中で沢山のことを学ばせていただ

きました。

常日頃より、私も個別事象へのアプロー

チに苦心しております。独善的な解釈とな

らないためにも、「個の正しい理解」が全て

のベースとなることは意識しながら研究作

業に取り組んではいるのですが、何をもっ

て正しいとするのかは悩みの種だといえま

す。しかしながら、足取りを止めてしまっ

てはならないのだと、研究に対する意欲を

触発されたように思います。実り多き体育

学会でありました。
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スポーツ動機づけ研究会

第6回スポーツ動機づけ研究会が平成

20年5月24日（土）－25日（日）に名古

屋大学豊田講堂で開催されました。

今回の研究会では新しい試みとして、ト

ークセッションとシンポジウムが行われ

ました。トークセッションでは、「トップ

アスリートが語る自らの競技に対する動

機づけ方略とメンタルトレーニング」と題

して、室伏由佳選手（アテネ五輪陸上出場)、

中田有紀選手（アテネ五輪陸上出場)、林

亭選手（バルセロナ五輪水泳出場）の3選

手に、競技に対する動機づけとメントレの

実際について具体的に話してもらいまし

た。一流選手の動機づけの方法を知ること

ができるなど興味深いセッションでした。

特に、ライバノレの存在がやる気の持続につ

ながる、競技の継続には楽しさが不可欠で

あるという話が印象に残りました。

シンポジウムは、「体育やスポーツ活動

で学んだことが、他の場面に般化するって、

本当？」というテーマで行われました。体

育やスポーツ活動を通して猿得した思考、

態度、行動などの他の場面への般化の条件

やプロセス、般化を促進する介入方法につ

いて、3名の演者（西田保：名古屋大学、

杉山佳生：九州大学、渋倉崇行：新潟女子

短期大学）により紹介されました。般化に

関する研究は始まったばかりですが、体

育・スポーツの意義を示す上でも重要な問

磯貝浩久（九州工業大学）

題であり、今後このような研究の進展が大

切だと感じられました。

研究発表は以下の8演題でした。

1体育における学習意欲に及ぼす動機づ

け雰囲気の影響(磯貝浩久：九州工業大学）

2自尊感情、身体的自己概念の変容に影響

する要因（蓑内豊：北星学園大学）

3日中両国の高齢者における運動動機尺度

の作成及び信頼性・妥当性の検討（叶林；

中京大学大学院）

4スポーツチームにおける対人魅力過程の

検討（河津慶太：九州大学大学院）

5レジリエンス概念の紹介と競技スポーツ

場面におけるレジリエンス構成要因（小林

洋平：名古屋大学大学院）

6スポーツ集団効力感尺度の開発（永尾雄

一：国立スポーツ科学センター）

7エキスパート・スポーツ選手の楽しみと

は？（斉藤茂：松本大学）

8おもしろい質的研究をやるためには？

（北村勝朗：東北大学）

今年は参加者が34名と増えたため、会

場が従来の円卓形式からフォーマルな場所

に変わりましたが、例年通り活発な質疑が

行われました。また、ほぼ全員が参加した

繁華街栄での交流会でも、楽しく自由に意

見交換されました。来年度も5月に名古屋

大学で開催される予定です。
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スポーツ社会心理学研究会活動報告

今年度は、スポーツ社会心理学研究会のメンバ

ーが中心となり、日本スポーツ心理学会第35回

記念大会において、ラウンドテーブルディスカッ

ション(RI､D)「ジュニア選手のためのキャリア教

育」を企画・実施しましたので、下記概要報告い

たしますb

RTDでは、まず最初に、研究会メンバーの三木

ひろみ先生が、世話人として、「そもそもキャリ

アトランジションは、競技引退時のトランジショ

ンだけを捉えているのではない。選手はジュニア

期からすでにトランジション（節目、転機）を潜

り抜けてきているので、ジュニア期からキャリア

トランジションについて考えていくことは重要

である」というような趣旨を説明しました。

そして、話題提供者として、JOCナショナルト

レーニングセンター(NTC)エリートアカデミー

ディレクターの平野一成先生がご登壇。現在の

NTCでのジュニアエリート選手に対するJOCプロ

グラムを紹介しました。

エリートアカデミー事業は、NTCの機能を活用

し、オリンピックで活躍できるトップアスリート

の育成と、教育機関と連携を図りながらスポーツ

を通して社会の発展に貢献できる人材の育成を

目指しているということで、技術、体力向上を目

的とした競技力向上のためのプログラムだけで

なく、人間形成を目的とした教育プログラム｢JOC

プログラム」をおこなっているとのご説明をいた

田中ウルヴェ京（(株)lUコンテス）

だきました。そのなかで、核としていることがキ

ャリア教育であり、選手たちの人生は決して競技

人生だけで終わるものではないということを根

底にしているということでした。

次に話題提供者として､カナダのDr.JeanC6te

(QueensUniversity)が、発達的視点からユー

ススポーツにおける参与の継続とドロップアウ

トについて発表しました。スポーツから得られる

ことは、3P(Participation,Performance,

PersonalDevelopment)であるにもかかわらず、

過度な「楽しい域を超えた」トレーニングを早い

時期から実施させることによる弊害でのドロッ

プアウトは、その3Pの機会損失になることを研

究結果から示唆いただきました。

最後に、田中ウルヴェ京が、実践報告として、

JOCで過去におこなった「ジュニア期でのキャリ

アトランジション研修」の実施例を報告しました。

研修では、ジュニア期の選手に自分で考える能力、

自分だけの目標を持つこと、競技目標だけではな

い人生目標を持つこと、などを実施しており、能

動的な意識を持つ選手つくりの難しさを示唆し

ました。

フロアには、国際スポーツ心理学会(ISSP)理

事のDr_NataliaStambulova(Halmstad

University)や、Dr.DorotheeAlfermann

(UniversityofLeipzig)も質疑応答に参加。

海外の事例などとも比較した話がでました。
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臨床スポーツ心理研究会参加報告

毎年，「個」をみることの大切さを旗印に

集まった有志の会‘‘臨床スポーツ心理研究

会”が開催されていることを聞き，今年初

めて参加させていただきました．以下，そ

こでの体験を報告申し上げたいと思います

「第18回臨床スポーツ心理研究会」は，

平成20年9月11日18時から2時間にわた

り，早稲田大学早稲田キャンパス26号館

602教室で開催されました．参加人数は54

名，半数以上は学生の方々でした．まず，

中込四郎先生（筑波大学）から事例を聞く

上でのマナーの確認がなされ，フロアーに

いらした星野公夫先生（順天堂大学名誉

教授）からも本研究会の設立の経緯をご説

明いただきました．その後，土屋裕睦先生

（大阪体育大学）の司会のもと，事例提供

が行われました．

今回は，仙台大学の菊池直子先生より指

導者との関係で悩んでいる女子学生競技者

の事例を提供していただきました夢や風

景構成法などを用いたカウンセリングの事

例でした．2時間という短い時間でしたが，

菊池先生が提供してくださる面接過程やそ

れに対する指定討論者である中込先生のコ

メントを拝聴いたしました．

私が今回ご提供いただいた事例で考えさ

せられたこととしては,“競技者が競技を行

う意味”についてでした．この事例では，

平木貴子（国立スポーツ科学センター）

「人のために（競技を）やってきた」と語

る感情を上手く表現できないクライエント

が，菊池先生との面接を重ねる中で，実は

「競技は自分を出せる場」として機能して

いたことや「コートの中では楽しかった」

ことに気づき，自分を表現する場として競

技と向かい合うようになる過程が読み取れ

ました．面接の中で，指導者の「お前がい

ると（チームの）雰囲気が悪くなる」とい

う言葉に対してひどく傷つけられた体験を

語りますが，感情を上手く表現できないク

ライエントにとって，その指導者の言葉は

彼女の存在を否定されただけでなく，彼女

の感情を表現する場を奪われた体験にもな

っているように感じました．その出来事と

同期して，一時期安定していた持病（必要

以上にホルモンが分泌され，さまざまな症

状が出現する病気）が悪化したというエピ

ソードが語られており，自己表現の場を失

った代わりに彼女なりの表現を身体で示し

たような印象を受けました．

競技者にとって，競技とは表現する場で

あり，自分の内なる課題に向き合い，挑戦

していく場であると，本事例を通して改め

て思いました．本研究会の参加は，競技者

を支援している者として，どのような関わ

りができるのか（できているのか）を考え

る良い機会となりました
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メンタノレトレーニング・応用スポーツ心理学研究会

この研究会は､東海大学を事務局として、

メンタルトレーニングの普及およびレベル

向上を目的に活動している。

本年度は、新たに秋田中央支部（スポー

ツ科学センター会場）と秋田南部支部（平

成高校会場)がスタートした｡秋田県では、

体育協会にメンタルトレーニングアドバイ

ザーという役割のポジションを作り、県の

国体や強化チームの心理的サポートを実施

している。

各支部会の活動は、東海大学本部では夏

季・冬季・春季休暇および休日を除く、毎

週月曜日に開催し、毎回100名前後の参加

者との情報交換が行われている。北海道支

部（旭川工業高校会場)、栃木支部（作新学

院大学会場)、関東地区(青山学院大学会場)、

静岡県支部（東海大学付属翔洋中・高校会

場)、愛知支部（愛知学院大学会場)、関西

地区全体会(太成学院大学中学･高校会場)、

関西地区専門分科会（太成学院大学中学・

高校会場）、北陸支部会（福井県立体育館）

では、毎月1回の研究会を開催している。

特に､静岡支部会では､新しい傾向として、

中学生の参加（毎月300名以上）や保護者

の参加が増加している。このように現場の

ニーズが高まる傾向にあるが、資格保持者

や研究者の参加が少ないという本来の目的

である「研究と現場の架け橋」「理論と実践

のキャッチボール」が難しい状況がある。

現場からの参加者は、すぐに応用や活用で

高妻容一（東海大学）

きる実践的な内容（情報）を求める傾向に

あり、スポーツ選手・指導者・保誰者のニ

ーズに答えることのできる専門家育成とこ

のような情報をどう取り入れ、研究や実践

に発展させるかが今後の課題であると考え

る。

また本年度は、「学生メンタルトレーニン

グ研修生の集い」という学生主導の情報交

換会をスタートさせることとした。これは、

「学生トレーナーの集い」というアスレテ

ィックトレーナーを目指す学生の組織が

12年前から活動し、その組織からの誘いも

あり、全国研修会（早稲田大学で開催：800

名参加）に参加したことがきっかけとなっ

た。また「学生トレーニング指導者の集い」

というストレングス＆コンディショニング

を専門にする学生の組織もでき、これらの

組織に同調する形で「学生メンタルトレー

ニング研修生の集い｣を作ることになった。

本年度は、中京大学で開催される「学生ト

レーナーの集い」の終了後に、「決起集会」

という形の第1回大会を開催する。2009年

度は、東海大学を会場として「学生トレー

ナーの集い」が開催されるために、この大

会に協力しながら、終了後に「第2回メン

タルトレーニング研修生の集い」を開催予

定である。このような背景のもと、スポー

ツメンタルトレーニング指導士・補の資格

を目指す学生の参加を希望している。
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運動学習研究会活動報告

2008fF5j:131口と6月1日の2日間に

わたり，八王子セミナーハウスにて運動学

習研究会がi淵催されました．この研究会は

年1回の合宿スタイルの研究会です．全参

加者が1つの会場で全発表を聞くというス

タイルが，参加者全体の連帯感を生み，通

常の学会よりも親密なコミュニケーション

を取ることができます．

今年は過去岐尚の5.1名の参加があり，例

年にも増して活気のある会となりました．

特に今年はリハヒ．､リテーション領域からの

参加者が非常に多かったことが，大変特徴

的でした．従来から，運動学習研究会はス

ポーツ科学の研究者にとって有益な集いの

場でありました‘岐近ではそれに加えて，

運動学習というキーワードを通して多領域

の研究者たちを蝶く、場としても，重要な役

z'lを担っています．

研究会では口頭発表14件，ボスター発表

6件の発表がありました．海外での研究成

果報告2件も含め，運動学習や制御に関す

る様々な発表がなされました．残念ながら，

リノ、ビリ領域からの発表者が数件にとどま

ったため，来年度以降，発表数の増加を期

待したいところです．

樋口貴広（首都大学東京人間健康科学研究科）

今年度の研究会は，大きな節目の大会と

なりました第1回から代表世話人を務め

られた麓信義先生（弘前大学）が，今年度

の研究会を最後に勇退されました．研究会

の創設や発展に多大な功績を残し，2006年

には研究会のメンバーを中心とした著書の

出版も実現してくださいました（麓信義

（編),運動学習の学習と制御一動作制御へ

のインターディシプリナリー・アプローチ，

杏林書院)．その功績に，研究会メンバー一

同，感謝を申し上げる次第です．

新しい代表世話人には,山本裕二先生(名

古屋大学）が就任されました．山本先生は

長年，事務局長として研究会の屋台骨を支

えてこられました．名実ともに研究会の

“顔”であり，満場一致で世話人就任が承

認されました．新たなリーダーのもと，研

究会の更なる発展の予感を感じつつ，大会

が終了いたしました．

本大会は首都大学東京が運営を担当いた

しました．4名の院生スタッフの尽力によ

り，円滑に会を進めることができました．

来年度の第19回は,大阪体育大学にて開催

予定です．今年度同様，多くの方々の参加

をお待ち申し上げております．
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石井研究室（人間行動システム専攻）紹介

回 東京工業大学大学院社会理工学研究科

石井源信

本女子大学)、高見和至（神戸大学)、加藤久

（京都サンガFC)、島本好平（東京工業大学

特別研究員）の6名を輩出しており、現在は

5名が挑戦しているところです。

また、修士課程修了者は計23名で、その

主な就職先は､本田技研、ソフトバンク、NTT

西日本、大和総研、SAP、キーエンス、NEC、

NTTコミュニケーションズ、タイコエレクト

ロニクスアンプ等々､特に理工系の特徴を生

かした方面で活躍しています。

はじめに

平成8年度に立ち上げられた本学大学院

社会理工学研究科人間行動システム専攻は、

人文･社会科学から理工学までの領域を扱う、

文理融合をめざした専攻です。既に13年が

過ぎて軌道にのってきてはいますが､新たな

セカンドステージを迎えるにあたり、一層の

発展が求められています。

研究室の特徴

わが研究室は､基本的に運動やスポーツが

大好きで、しかもそれぞれがソフトテニス、

硬式テニス、サッカー、硬式野球、バトント

ワリング､舞踊．ダンスなどの競技を経験し、

なおかつコーチの立場で進めていきたいと

望んでいる学生も多く、また東工大出身者だ

けでなく、他大学出身者の多いのも特徴です。

男性は関東学院大学､上智大学､順天堂大学、

東京大学、東京理科大学、日本体育大学､早

稲田大学など、女性はお茶の水女子大学、聖

心女子大学、日本女子大学などです。社会理

工学研究科は文理融合がキーワードですが、

わが研究室は理工系、教育系、体育系人文

系のさまざまなカラーをもった学生が融合

して、ユニークな集団を形成しています。

現在は、脳研究(fMRI)を精力的に進めて

いる小谷泰則先生と、特別研究員1名、博士

課程4名、修士課程1名、研究生1名という

少数で構成されていますが､来年度は修士の

学生が多く受験してくれることを願ってい

ます。また博士取得のOBがそれぞれの領域

で研究会を運営してくれて活気あふれる雰

囲気の中で頑張っています。

これまでの博士号取得者は、楠堀誠司（県

立広島大学)、井田博史（神奈川工科大学ヒ

ューマンメディアセンター)､澤田美砂子（日

研究室の研究内容

本専攻のなかで行動システム講座､身心相

関分野に位置づけられる石井研究室では､研

究テーマは自由な発想で幅広い領域をめざ

しています。現在は、特にスポーツ行動のメ

カニズムの解明とパフォーマンスに伴う人

間の心理的過程や心理的影響に関する研究

に取り組んでいます｡その目的を大きく分け

ると､競技力向上をめざす研究と人間的な成

長をめざす研究であり、この2つのめざす方

向は別々なものでなく、競技力をあげるため

には人間的な成長なくしてはあり得ないと

いうスタンスに立っています。

研究室がある西9号館をバックに
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石井研究室における研究活動の全体図

具体的には、上の図に示すように、スポー

ツにおける予測判断を問題にした｢スポーツ

における認知研究｣、体育授業や運動部活動

など、「スポーツを通じた態度やライフスキ

ル研究｣、競技力向上のための「メンタルト

レーニングや心理サポート研究｣、そしてメ

ンタルヘルス獲得のための｢ストレスマネジ

メント研究」の4つを柱に、それぞれの研究

を深めています｡なかでもスポーツにおける

認知研究には、現在、3名の博士課程の学生

が取り組んでいます。

福原和伸君は､テニスのサーブ方向の予測

判断に関する研究を行っています｡モーショ

ンキャプチャーシステムで計測した3次元

座標値をもとにCGテニスサーバーを作成し、

CGアニメーションが予測判断実験に利用で

きるのかについて検討しています。CGアニ

メーションは研究目的に合わせて任意に操

作することが可能であり､今後のスポーツに

おける認知研究・トレーニングに有効なツー

ルの1つとなる可能性を秘めています。

高橋まどかさんは､熟達したバトントワリ

ング選手の視覚的スキルに着目した､バトン

トワリングのキャッチングに関する研究を

行っています。現在は、眼球運動計測を中心

とした実験を進めており、回転するバトンを

キャッチする時の視線をアイマークレコー

ダーで計測したデータをもとに､熟練者と非

熟練者とのキヤッチングにおける視線探査

活動の差異について調べています。

鹿内菜穂さんは､舞踊における身体動作に

よる感情表現を､鑑賞者がどのように認知し

ているかということに焦点を当てた研究を

行っています｡身体を媒介とした空間芸術と

される舞踊を､形状と運動連鎖の情報処理の

観点からどう評価するかが今後の主な課題

となっています。また、踊り手の表情が舞踊

の感情表現の認知に及ぼす影響についても

併せて検討を進めています。

1耐耐;冊舎呵導肝砺
ビデオ映像とCGアニメーション
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スポーツを通じた

ライフスキル研究

スポーツにおける

認知研究

スポーツ選手の心理サポート研究

｜ストレス研究！ ｜メンタルﾄﾚー ﾆﾝグ研究’



特別研究員の旧j本好平君は､外部との積極

的な連携のもと、スホ･一ヅを通じたライフス

キル研究に取り組んでいま-j-．平成17年5

月には、石井研究室を奪務局とするLSP

(LifeSkillsProglanl)研究会が立ち上げ

られ、現場の慌将やコーチ、トレーナー、ド

クターの方々とともに定期的にミーティン

グを実施し､アスリートのた駒のライフスキ

ルプログラムの開発などに取り組んでいま

す。また、日本スホ‘－ツ心理学会大会におい

ては、LSP研究会のメンバーによる会員企画

シンポジウムを、第3:l、35回大会と2年連

続で開催しています。

jロ

ーーーーロ

和やかな雰囲気の研究室

最近の主な研究室活動として、日本スポー

ツ心理学会第34回大会を日本体育大学、東

京女子体育大学､国立スポーツ科学センター

の連携のもとで実施したのは記憶に新しい

ことです｡そのような機会を与えていただい

て､石井研究室のまとまりが一段と強固にな

っていき､新たな可能性を生み出そうとして

いるところです。

－
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LSP研究会が作成した

スタート教材

今後の課題

私自身は社会理工学研究科に所属しなが

ら、健康・スポーツ科目（必須：健康科学、

スポーツ実習I、Ⅱの3単位と選択：生涯ス

ポーツ実習の2単位まで卒業要件に加える

ことが可）を担当しています｡東京工業大学

の学生にとって、心身の健康や体力の維持・

増進に加え､コミュニケーション能力やリー

ダーシップ能力など､集団での適応能力を養

う必要性の高い必須科目として､これからも

長く存続させ､発展させていきたいと強く願

っています。

また、研究室における活動としては、理工

系の特徴を生かした健康教育､ならびに新た

なスポーツ心理学の分野の開拓をめざして、

日々努力していきたいと思っています。

研究室の主な行事

研究室の主な行事としては､修士の1年生

が企画する夏のゼミ合宿です。河口湖、富士

急ハイランド、軽井沢、伊豆諸島の神津島や

新島など､思い出に残るものとなっています。

瀞景"‐
､

I

《

｜
一

旦
ひ
一
心
醸
想
弘
ら
８ 石井研究室ホームページアドレス

http://www.91.hum・titech.ac.jp/

才

伊豆諸島"神津島での合宿にて
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発達障害児と健常児の障害物回避能力に関する研究

島谷康司（県立広島大学保健福祉学部理学療法学科）

学位：博士（学術）授与機関：広島大学

取得日；平成20年3月23日指導教官：山崎昌廣教授関矢寛史准教授

本研究は,発達障害児がくぐり動作において

障害物に接触する原因を明らかにすることを

目的として5つの実験を行った。第1章の序

論では,発達障害児の身体接触の先行研究と理

学療法の臨床観察から発達障害児の身体が接

触する要因についてその概要を明らかにした。

第2章では,発達障害児の障害物接触の頻度の

検証,および注意機構と接触頻度の関係につい

て検証した。第3章では，発達障害児の障害物

接触頻度と粗大運動能力の関係について検証

した。第4章では，発達障害児の障害物接触頻

度と姿勢制御能力について検証した｡障害物を

回避するためには環境に対する身体イメージ

が重要であることから，第5章では，従来のリ

ハビリテーションで行われている身体イメー

ジの評価を実施し,障害物接触回避を予測する

ことができるかについて検証した。そして，第

6章では，身体イメージをより直接的に評価す

るために,障害物との接触を見積もる能力につ

いて検証した。本実験すべての実験参加者を，

体格に差のない5～6歳の注意欠陥/多動性障

害あるいはアスペルガー症候群の診断を受け

た知的障害のない発達障害児9名と健常児9

名とした。

障害物を回避するためには様々な能力が必

要であることが報告されているが,発達障害児

はこれらの能力が劣っているために接触回避

が困難であることが予想された｡障害物に接触

する幼児は粗大運動能力が低く，事故や怪我に

繋がることが報告されおり，理学療法士による

臨床的観察においても,発達障害児はくぐり動

作時に障害物に接触している。これらのことか

ら,発達障害児はくぐり動作の接触回避が困難

であるため,事故や怪我に繋がる可能性があり

早急な対策が求められる。

ヒトが障害物を回避するためには,障害物の

形状や空間位置の知覚が必要であり，それには

視覚と注意機構が重要である。また，視覚は障

害物に関する情報を事前に得て,身体を予測的

に調整するフィードフォワード制御しての役

割を担っている。そして，このフィードフォワ

ード制御による障害物回避の見積もりには,身

体イメージが重要な役割を果たしている。さら

に,障害物を回避するために姿勢を大きく変化

させる場合,粗大運動能力や姿勢制御能力が重

要となる。

第2章（第1実験）では，発達障害児が障害

物に接触する頻度が高いのかどうかを明らか

にすることを目的とした｡異なる教示条件下に

おける注意機構と接触頻度の関係を明らかに
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力が低い場合に,障害物に接触することが予想

されることから,発達障害児の粗大運動能力を

検証することを目的とした。方法は，粗大運動

能力を測定する運動能力テストである杉原ら

（2002）の幼児運動能力検査法に従った。課題

は敏捷性を評価する25m走，立ち幅跳び，協調

性を評価するボール投げ,連続跳び越し,捕球，

持久力を評価する身体支持持続時間の6種目

であった。その結果，すべての種目において発

達障害児と健常児に有意な差はなく，発達障害

児の敏捷性，協調性，持久力などの粗大運動能

力は健常児と同等であった。このように発達障

害児は健常児と比較して粗大運動能力は同等

であるにもかかわらず,障害物に接触する頻度

が高いことが明らかになったことから，発達障

害児が障害物に接触する頻度が高いことと粗

大運動能力とは関係が低いことが示された。

第4章（第3実験）では，安定した動作によ

って障害物との接触を回避するためには姿勢

制御能力が重要であり，視覚，体性感覚，前庭

感覚による平衡機能が深く関係していること

から,発達障害児の平衡機能の特徴を明らかに

することを目的とした｡重心動揺の測定方法は，

日本平衡神経科学会検査基準に従った｡測定項

目は，総軌跡長，外周面積，重心動揺実効値，

単位軌跡長，単位面積軌跡長，外周面積におけ

る閉眼/開眼動揺比の全6項目とした。その結

果,健常児の開眼条件は閉眼条件と比較して重

心動揺範囲に差は見られなかったが,発達障害

児は視覚フィードバックが利用できない閉眼

口健常児自発達障害児
3.0

５
０
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５
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’0-0

教示なし非接触非接駐十早く

教示条件別の総接触回数

することを目的とし,接触した障害物の高さや

接触した身体部位について課題は，7種類の遊

具と高さの異なる6つのバーを交互に設置し

たコースを往復し,バーをくぐり抜けることで

あった。そして，何も教示を与えないで行わせ

る条件（教示なし条件)，バーに接触しないよ

うに教示した条件（非接触教示条件)，そして

バーに接触しないようにゴールに早く移動す

るように教示した条件（非接触十早く教示条

件）を行わせた。その結果，発達障害児は健常

児と比較して,条件に関わらず接触頻度が高か

った（図)。また，腰部への接触頻度が高かっ

たが,接触したバーの高さに差は見られなかっ

た。さらに，各教示条件において差がなかった

ことから,接触回避の注意喚起が発達障害児の

接触頻度を減少させたとは言えなかった｡また，

肩一膝間の高さの2本のバーの間を上下のバー

に同時に注意を向けながらくく．る課題におい

て,発達障害児と健常児の間に差は見られなか

った。これらのことから，バーへの接触頻度が

高いということと注意の欠陥とは関係が低い

ことが示された。

第3章（第2実験）では，幼児の粗大運動能
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LNG

(c、）

EA

(cmZ)

RMS

(cm2)

UT

(cm/s）

UEA

(1/c、） ロンペルグ串

（私）

開眼閉眼開眼開眼開眼開眼開眼開眼開眼閉銀

鍾辮児
56－9±166740±30．3408±22849．6±24.84．5±2.55.1±2.218.9±5-524-7±10－11．6±0.51.6±0.3134.5±47.9

発達

障害児

幸挙

83－4±200

幸 ＝

1493±915587±32．9125．6±76．65．6±3．1
山中 由｡

雲

120±7‘7
＊●

＝掌講

27.8±6．7

＃ ＃

49．8±30-51-7±0－61.3±0．5231－8±108.1
宙■

#p<.05.#p<.01

**p<,01

発達障害児と健常児の群間比較を示す:#p<.(

開眼条件と閉眼条件の条件比較を示す：＊率F

条件において重心動揺範囲が増大した。しかし，

体性感覚･前庭感覚の機能を表す各指標に健常

児との差は見られなかった(表)。このように，

体性感覚,前庭感覚に異常が見られないにも関

わらず閉眼条件において重心動揺範囲が増大

したことから，発達障害児において感覚情報の

統合が発達遅延の状態であり，視覚依存性の姿

勢制御を行っていることが示された。

第5章（第4実験）では，障害物回避に重要

な身体イメージを評価するために,従来の人物

描画検査と肢位模倣検査による身体イメージ

評価によって障害物回避能力を予測できるの

かを調べることを目的とした。方法は，人物描

画検査にはグッドイナフ人物画知能検査法(小

林茂雄:1992)に従い，田中ら（田中:2001)

の身体15部位分類を用いて採点した。肢位模

倣検査には南カリフォルニア感覚統合検査法

（日本感覚統合障害研究会：2005）を用い採点

した。その結果，発達障害児は健常児と同等に

人物描画が可能であったが,肢位模倣は劣るこ

とが明らかとなった。しかし，人物描画は描画

する手指機能の熟達が影響し，また，肢位模倣

は肢位を再現するために自己の身体で正確に

運動を実行する必要があることから,両検査と

もに知覚や運動の要素が影響を与えると考え

られる。したがって，身体イメージの評価法と

しては不十分であり，障害物回避において重要

となる身体イメージについては,より課題特異

的な評価を行う必要があると言える。

第6章（第5実験）では，従来の身体イメー

ジ評価では，くぐり動作による障害物接触回避

能力を予測することが困難であることから,身

体イメージをより直接測るために,発達障害児

の障害物との接触を見積もる能力を明らかに

することを目的とした。方法は,視覚弁別課題

として,7m離れた位置から異なる高さの2本

のバーを比較させた。また，見積もり課題とし

て，異なる高さのバーを1本ずつ呈示し，かが

み込むことなしに,身体を接触させずに通り抜

けることができるかどうかを回答させた｡その

結果,発達障害児は2本のバーの高さを弁別す

る能力は健常児と同等であったが,障害物と身

長を比較して,接触回避を見積もる能力は劣っ

ていた。さらに，発達障害児の見積もり課題の

正誤内容を調べた結果,発達障害児は身長より

低いバーに対して通り抜けることができると

－53－



誤答していることが多いことが示された。

最終の第7章では5つの実験によって得られ

た結果から,発達障害児は健常児と比較して感

覚情報の統合が発達遅延しているために,視覚

に依存しなければ姿勢制御が困難であること，

そして障害物に対して身体イメージに基づい

た障害物接触との回避の可能性を見積もるこ

とが困難であることが示された｡身体イメージ

は,障害物を回避するために重要であることが

明らかにされており，視覚と体性感覚の感覚情

報が統合されることによって形成される。しか

し，発達障害児は視覚に依存し，感覚情報の統

合が発達遅延することによって身体イメージ

が形成されないため，これらの問題を持つ発達

障害児は，くぐり動作において接触する頻度が

高くなることが示唆された。

付記号広島大学大学院総合科学研究科人間科学部

門身体運動科学領域の関矢寛史先生には，博士論

文作成にあたり研究段階から綿密なご教示を賜

り，温かく見守ってくださりながらも的確なご指

導をいただきましたことに謹んでお礼申し上げ

ます。また，同研究科山崎昌庚教授には，博士論

文作成にあたり総括を賜り，謹んで感謝申し上げ

ます。また，博士論文作成に当たり貴重なご助言

を賜りました先生方,実験にご協力いただきまし

た皆様には，謹んで感謝申し上げます。
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研究トピック

ActiveChildren60min:

日本の子どもにおける身体活動・運動の行動目標設定と効果の検証

表記題目の研究は，現在，日本体育協会スポー

ツ医・科学専門委員会のプロジェクトとして行

われている研究です

(http://w,帆v.japan-sports.or.jp/medicine/

1abo/1ndex.html).このプロジェクトの目的は，

わが国の子どもを対象に，身体活動ガイドライ

ンを侑戎し，そのガイドラインについて健康度

への根拠を示すことですその先には，身体活

動ガイドラインをツールとして，身体活動量増

強および運動の実践について普及啓発活動を

行うことも含まれています特に，どのように

運動・スポーツの実践，また日常の身体活動量

の増強を子どもに行わせていくのかという普

及振興策に関わる認誼は体育を中心に議論し

たとしても，体育以外の領域をいかに巻き込ん

でいけるかにかかっています．以下，このプロ

ジェクトにおける運動・身体活動の普及啓発に

関わるいくつかの課題を述べます．

世論にまで高める必要性

現在まで，多くの専門家や公の組織が子ども

の運動不足に関連して危倶する問題を取り上

げ，子どもに運動・スポーツの実践がさらに必

要であることを述べてきました．例えば，運動

をよくする子どもとしない子どもの2極化現象

の存在について，また体力・逗動能力テストで

見られる体力低下についての指摘です．しかし，

このような議論は，体育・スポーツ領域の中に

とどまっており，体育の日など特別なイベント

を除いて，社会への広がり，つまり世論として

の広がりを見せているとは言えません．その理

竹中晃二（早稲田大学人間科学学俶崗

由として，その議論の先が体育の教科だから，

スポーツが好きだから，という既得権の確保や

さらなる獲得,例えば体育授業時間数の確保や

スポーツ振興をさらに広げるためという，体

育・スポーツ領域における「内向き」の議論に

終始していた感が強いからです.現在の議論を

世論にまで高めるためには，体育・スポーツ領

域以外の人たちに対してその必要性をいかに

説得し，彼らをも巻き込んだ議論や普及活動に

進化させていく必要があります

環境要因への配慮

現在の子どもは，暖衣飽食の中を生き，さら

にはエスカレータ，エレベータの普及や保護者

によるクルマ送迎など，身体を動かさなくても

よい日常生活に浸っています.子どもの世界に

おける遊びの内容も多樹上しており，コンピュ

ータ，テレビゲーム，ビデオ，テレビなど進化

し続ける娯楽の中で,子どもがそれらの魅力を

天秤にかければ,外遊びなど身体を動かしたい

という衝動や欲求が低下していきます．もっと

身体を動かすべきだと奨励する一方で,犯罪や

都制この影響によって,子どもだけで遊べる安

全な遊び場が減少していることも活動の機会

を減らす要素となりますこのように身体活

動・運動の実践，自由な外遊びを行うことを妨

げる環境要因は多く存在し，しかも今後もこの

ような環境の変化は「便利さ」という名の下に

加速的に進行していき，逆に身体活動や運動の

実践にとっては悪影響となっていきます.いわ

ば,進歩のパラドックスとも言える環境の変化
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に対して，運動・スポーツの実践や日常の身体

活動量の増強をどのように行わせていくかと

いう課題を決めることは時代へのチャレンジ

です．

家庭への啓発活動の必要性

子どもを見守る保護者側の論理や条件，社会

的傾向も活動実践を勧める際に無視できない

問題です.知育偏重･早期教育の加謝上，手を

かけ過ぎる子育て（溺愛傾向)，家庭環境の複

雑さなどによって，子どもは様々なストレス

（刺激の多さ，人間関係の難しさ，将来へのプ

レッシャーなど）を受け，それによりストレス

耐性の低下，易怒性の高まり，現実志向（計算

高さ)，リアリティの欠如（汗かいて，手を汚

しての経験不足）などが生じています．こうい

った状況の中で,子どもにとって基本的な生活

習慣，すなわち「動く，食べる，寝る」の3要

素が相互に乱れています．そのため，例えば体

力向上指定校や体育授業の強化のように，学校

内のアプローチだけでは対処できない現実が

あり，家庭への働きかけ，また学校，地域家

庭の理解と連携が重要な課題となっています

現在，家庭しかも運動・スポーツに興味を示

さない保護者をいかに巻き込んだ介入プログ

ラムを開発するかは緊急の課題となっていま

す？

アプローチのパラダイムシフト

普及活動の方策にも留意する必要がありま

す．運動をよくする子どもとしない子どもの2

掴この存在が指摘され,久しく時が経っている

にもかかわらず，この傾向はますます進んでい

るように思えます．しかし，現在行われている

政策は，運動する子ども，例えばスポーツ少年

団などの競技志向の子どもに注目し，彼らをい

くら強化しても，もう一種の様相は変わらない

どころか,ますます増加していきます．しかも，

勝利至上主義報酬化，障害など弊害にも配慮

が必要となっています．一方，垂動しない子ど

もは，なぜしないのか，どういうことならする

のか，いつできるのか，どこでできるのか，な

どの要因や原因を見極めた上で，それらの情報

に適合した対処が求められます達動をしてい

ない，またしたくない子どもに注目し，彼らが

できる場所，時間帯，内容について工夫し，ま

ずは参加させる仕掛け作りの開発にも力を注

ぐ必要があるのです．加えて，2極の問に位置

する中間層にも配慮し，一律のアプローチから

段階別対処法の開発や男女別，年齢別，環境別

のアプローチの開発など，対象となる子どもの

特徴やニーズにセグメント化した政策が求め

られています．

体力測定信奉への反省

従来，子どもにさらなる運動・スポーツの実

践が必要な根拠として体力低下があげられて

いました．そのため，体力強化を目的として，

体力向上の名の下に，いわば押しつけ的な活動

が学校を中心に行われていました．しかし，一

律に強制すれば，反発や嫌悪感を招き，その結

果,習間上には結びつきにくくなります.また，

熱心な担当者が異動すればそのような活動は

下火になっていきます加えて，現在の子ども

にとって，何のための体力かという議論も必要

です．すなわち，スポーツするための体力か，

健康維持のための体力か，さらには将来に続く

健康維持のための体力かなど内容も合わせて

何の体力を第一位の目標に据え，その後に必要

な体力要素を加えていくような段階的な目標

設定も考えられます

－58－
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わが国のガイドライン構想
成果を支える最低限の基準の設定

肥満社会性

↓ ↓

ぐー王定愁訴メンタルヘルス

ー

では10000歩以上

↑

健康関連体力

普及啓発活動のツールとしてのガイドライン

の活用

本研究プロジェクトでは，子どもに必要な最

低限の身体活動ガイドライン（且）を設定し，

その内容は運動・スポーツの実践だけでなく日

常生活における様々な身体活動，すなわち生活

活動にも及んでいます．しかも，そのガイドラ

インの根拠として，体力だけにとどまらず，肥

満，ストレス，不定愁訴などの健康度への影響

を見ています．諸外国の身体活動ガイドライン

が，実は成人のガイドラインを援用しているも

のであったり，その延長線上にあるものであっ

たりと，十分な根拠を示していないのに対して，

本プロジェクトでは，図lに示したように，健

康度への影響を見ることでわが国独自のガイ

ドラインの信悪性を確保しようと努めていま

す．

－59－

本プロジェクトで開発された身体活動ガイ

ドラインは，わが国の子どもに対して運動・ス

ポーツの実践および日常の身体活動量増強を

普及啓発するためのツールと位置しています

つまり，ガイドラインの普及啓発ではなく，運

動・スポーツの実践および日常の身体活動量増

強の普及があり，ガイドラインはその補助教材

として使用するつもりです．今後，普及啓発に

あたっては，学校と家庭の連携，習慣化介入プ

ログラムの開発・評価地域や環境に応じたバ

ラエティ豊かで実用的な指導書も含めて開発

するつもりですご感想を頂ければ幸いです．
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海外情報

北米やヨーロッパにおいては、わが国と

同様に、学校体育に限らず、スポーツや運

動を通した教育やその応用が強調されてい

ます。今回はこの場をお借りして、特に北

米とヨーロッパのスポーツ心理学（体育心

理学も含む）領域において最近行われてい

る新しい動きを紹介します。

Weinberg&Gould(2007)は、スポーツ

心理学に携わる者の役害'1として、研究と教

育、さらには研究から得た知識を現場に応

用することであると述べています。すなわ

ち、研究結果を現場に応用できるように、

その内容をわかりやすく伝えることは、私

たちスポーツ心理学者の大切な役割のひと

つです。しかし、時間の制約など様々な理

由で、わかりやすく現場の人に伝えるとい

う「現場への応用」が立ち遅れているのも

事実です。一方で、体育心理学やスポーツ

心理学の教育を十分に受ける機会のなかっ

た人が、アスリートやコーチに向けてセミ

ナーやワークショップが行っている現実も

あります。北米では、このような状況の改

善を目指して、新しい取り組みがはじまり

つつあります。

北米においてスポーツ心理学の研究や介

入を担うAssociationofAppliedSPort

Psychology(2008年より改名)は、学会大

会における新たな取り組みとして、開催都

市在住のアスリートやコーチを対象にして

ワークショップを開催することにしました。

今年の学会大会は、ユタ州のソルトレイク

シティーで開催されますが、4日間の大会

荒木香織（兵庫県立大学）

期間の最後にEXPOと称して、アスリート

とその家族、そしてコーチのためのプログ

ラムが用意されています。EXPOの大きな

目的は、1）アスリートがスポーツや運動

を楽しみ、充実した経験を持つための提案

を行う、2)すぐれた競技成績を残すための

手助けを行うことです。具体的には、アス

リート自身は、目標設定、自信向上、モチ

ベーション、注意集中、リラクゼーション

などの心理的スキルについて学び､家族は、

ポジティブな姿勢で子どもを育て、サポー

トする重要性について考え、コーチは、チ

ームにとって不調なシーズンを乗り切る方

法やスポーツパーソンシップの教授内容に

ついて学ぶことができます。また、ユタ州

でよく知られているプロアスリートをキー

ノートに招待するなど、地域に密着した魅

力的なプログラムになるように工夫がなさ

れています。

一方、ヨーロッパでは、若い世代のスポ

ーツ心理学者たちがキャリアを積み上げて

いくためのネットワークづくりや、スポー

ツ心理学についての情報交換を積極的に行

うために､2003年にEuropeanNetworkof

YbungSpecialistsinSportPsychology

(ENYSSP)が設立されました。この組織は、

研究、教育、および応用の3つの部門に分

かれ、各々の分野でどのような経験を積ん

でいけば若い世代のスポーツ心理学者が自

立していくことができるか、そしてその具

体的な方法について意見交換がなされてい

ます。初めて学術論文を国際誌に投稿する
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際に必要なポイントやコンサルタントとし

て独立する際の準備など、メンバー同士の

意見交換のみならず、経験ある研究者やコ

ンサルタントからの情報も得られ、若手の

成長を支援するシステム作りがなされてい

ます。また、現在、このメンバーは、アメ

リカ、カナダ、日本、ブラジルを含め世界

24カ国、約100名となっており、国際的

な組織に発展しつつあります。今年は、イ

タリアにおいて5回目のワークショップが

開催予定になっており、多くの若手が楽し

みにしています。

研究結果を研究者同士のみならず、現場

のアスリートやコーチなどに積極的に発信

し、知識や研究の成果を現場に還元する。

その時間や機会を見つけるのが困難であれ

ば、学会大会を一つの実践の場とする。経

験が浅いために、手探りの状態であれば、

情報交換の場を自ら作り、成長の柵にする。

これらの試みは、現在、欧米で進んでおり、

今後わが国にも同じムーブメントが必要な

気がします。次世代のスポーツ・体育心理

学者の成長を願う試みを、体育心理分科会

においてもぜひ実現させていただきたいと

思います。

以下、関連の

Weinberg,R

AASPEXPO

,urlです。

R.&GouldD.(2007)Foundations

):http://www.sportpsychexpo.com

http://www.enyssp.orgENYSSP

ofSportandExercisepsychology

－64－
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ISSP(国際スポーツ心理学会）大会体験記その1

村山孝之（金沢大学保健管理センタースポーツ教育部門）

2009年6月17日から21日にかけて,ISSP

に参加してきました。第12回となる今回の

ISSPは，モロッコのマラケシュという日本から

遠く離れた西果ての地で開催されました。日本

が‘‘日の出ずる国”と称されるのに対し，モロッ

コは‘‘日の没する国”と称されるそうです。赤レ

ンガでつくられたマラケシュ独特の街並みはと

ても美しく，古き王朝の歴史を感じさせるもので

した。

ところで，私にとって今回のISSPへの参加

および発表は，4年前のシドニーに続き2回目

でした。ISSP直前には北米でNASPSPA(北

米スポーツ心理学会）が開催されたこともあり，

北米からの参加者は少なく，参加者の多くが

欧州勢でした。そのため，プログラムや発表内

容に関しては主に欧州の動向が反映されてい

たように感じました。

今回私は‘あがり，，運動制御，運動学習，知

覚，認知，感情などをキーワードに色々な発表

を聞かせていただきました。特に‘あがり'に焦

点を当てたとき，4年前とは明らかに異なる特

徴がありました。それは，‘あがり'研究において

もようやく質的な分析方法が導入されてきたと

いうことです。例えば，従来の‘あがり,研究に

おいては，注意の変化がパフォーマンス低下

の原因であるとされ，両者の関係を実験的に

調べる研究が圧倒的に多くみられました。しか

し今大会では，注意の変化を質的な分析手法

によりカテゴライズしようと試みる研究がみられ

ました。私自身も‘あがり，を質的に捉えようとし

たことがあるため，非常に興味深く聞かせてい

ただきましたが，質的，量的という枠組みは，あ

くまで方法論的な分類であり，どちらか一方の

みを重視していては‘あがり，のような複雑な現

象を理解することは困難です。改めて，両者の

特徴を活かした包括的な研究が必要であると

感じました。

また，運動学習の分野においては，年齢に

関わらず，顕在学習よりも潜在学習の方が学

習効果が高いという結果を示す発表がありまし

た。やはり高齢者にとってはワーキングメモリー

の負荷が低いということからも潜在学習の方が

適しており，現場での運動指導にさらに活用さ

れる必要があると思いました｡現在私は体育授

業や運動部活動で指導を行なっています。初

心者から熟練者までを対象としており，様々な

特性に応じた運動学習を毎日模索しておりま

す。熟練者に対してついつい顕在的な手がか

りをたくさん与えそうになることもあります。また，

以前から祖父の術後の機能回復のために運

動学習の視点からみたアプローチ方法を考え

ているところでした。この高齢化社会の中では

高齢者への運動学習に対しても高い関心が寄

せられています。実際，日本スポーツ心理学会

においても，理学療法士や作業療法士の方々

が多く参加してくださっています。国内外の知

見を活用することによって，スポーツやリハビリ

テーションなどの運動指導の現場でより効果的

な運動学習が実現できるように，今後も更なる

人間理解を深めたいと思いました。

また，今大会ではメンタルトレーニングに関す

る話題も充実していたように思います。例えば

レアル･マドリードにおけるバイオフィードバック

の事例や，北京オリンピックに向けて中国が行
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なってきた心理的サポートの事例が紹介されま

した。両者に共通する点は，高度なバイオフィ

ードバック(あるいはニューロフィードバック)装

置を用いたリラクセーショントレーニングが行な

われていることでした。自己の心身の状態をオ

ンラインで把握できるシステム，あるいはfMRI

のような非侵襲的な脳機能計測装置が以前よ

りも選手の身近なところにあることを改めて実感

しました。おそらく，ハードウェアの部分は今後

さらに発展し，より安価に,容易に現場に導入

されることになると思います｡その一方で,それ

だけに依存すればソフトウェアの部分が育たな

くなってしまいます｡メンタルトレーニングが，子

供から高齢者まで，学校部活動から競技スポ

ーツまでといった幅広い属性を対象とする中で，

ハードとソフトのバランスをいかにとるかが重要

であると感じました。

最後に，今大会では日本からの参加者も多

く》ボスター発表や口頭発表の場で活発な意

見交換がされていました。私もいい加減な英語

で回答したり質問したりさせていただきました。

ISSPは広範囲を対象にしているため，専門分

野外の方からも貴重な意見をもらうことができま

す。あるモロッコのナショナルチームのコーチが

ポスターの前に来られ，アジアの学会にも行っ

てみたいと言っていたのが印象的です。次回

は北京での開催となります。国や立場の壁を

超え,研究や実践における交流をますます盛り

上げるためにも，次大会での発表をあらたな目

標の1つに据えたいと考えております。
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ISSP(国際スポーツ心理学会）大会体験記その2

今年の6月17F1-21Rにかけて，第12

回国際スポーツ，心理'農)全会(121hWorld

CongressofSportPsychology)がモロッ

コはマラケシュにあるリゾートホテルで開

催された．モロ･ソコ第3の都市であるマラ

ケシュはアトラスl11脈の-化に位睡し，砂漠

の外縁の街といわれていろ．′緯会期柵l中は

なんと気温か45度1もあり‘侮雨入りし

たばかりの1I本とは|随分j生う杵さだった．

国際スポーツ心即農)篭灸{-tとい,）と,4年に

一度世界谷地で開催されており，私は前々

回のスキアトス（ギリンヘ･），前回のシドニ

ーに続き,31Lij｢Iの参加だった．学会"～は

世界各国から約700名，そのうち日本から

は約60名の参ﾉﾉ1lということであり，これ

までの学会以上に多くの研究.留一が参加して

いた．

学会前の二日間はプレワークショップが

開催され，内容は目標設定の方法やチーム

マネジメントなどperformance

enhancementに関するものが中心であっ

た‘また，オープニングセレモニーに引き

続いて学会が始まると，キーノートレクチ

ャーやシンポジウムなど数多くのセッショ

ンが行われた．プログラムによると，今大

会のテーマは「MeetingNewChallenges

andBridgingCulturalGapsmSportand

ExercisePsychology」であり，科学と実践

との融合を強調していた．また，発表数は

キーノートレクチャー9演題，シンポジウ

ム51演題，ワークショップ8演題，口頭

発表256演題，ポスター発表424演題であ

－67－

村上貴聡（東京理科大学）

った．そのうち日本からの発表はポスター

を中心に60演題ほどあり，多くの研究者

が参加していた．

r蕪毒r亨声認秤rz 竜一可
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写真1：会場となったホテル

私はperfbrmanceenhancementに興味があ

るため，これに関連するセッションを中心

に参加した．特に，アニカ・ソレンスタム

を師事したP.Nilson氏とLMarriott氏の話

は興味深い内容であった．彼女らは「Vision

54」というゴルフスクールを主催している．

「54」とは，全ホールでバーディを取ると

出るゴルファーにとって憧れのスコアであ

る．そのスコアを目標にしながら，常に向

上心を持ち，常により良いプレーをするた

めに練習をすることが重要で，そのために

下記の質問を必ずするとのことである.l)

今日学んだこと，2）今日のラウンドで一番

思い出したいこと，3）スコアよりも気にな

ったこと，4）今日のラウンドで1番良かっ

た経験，5）今日のラウンドで1番悪かった

決断,6）どこを狙い,何に集中していたか，

7）次のラウンドに備えることこれは他の

種目でも活用できることであり，長所に焦

点を当てているように感じたまた,Z



Li-wei氏とZ.Zhong-qiu氏による「Behind

Excellence:MentaltrainingProgramfOr

ChineseMedalistsinBeijingOlympicGames」

というセッションもあり，昨年の北京オリ

ンピックにおける心理サポートについての

内容だった.中国では代表の20チームに対

して，32人のスポーツ心理学者が，注意や

感情のコントロール，目標設定，コミュニ

ケーションなどの問題に対処するためにサ

ポートしていたとのことであった‘そして，

試合会場にはキャンピングカーを改造した

リラックスルームなどを設置し，選手も利

用していたとのことであった．中国でも心

理サポートはニーズがあるのだということ

が印象深かった今学会のセッションでは

中国からの研究者の口頭発表も多く，勢い

を感じた．ところで，口頭発表とポスター

発表の領域は下記のとおりである．

・口頭発表

AnxietyandStresa Motorcontrol

learning,Attentionandconcentration、

Burnout、Career development,

GroupCoaching,GroupD]DDynamicsand

cohesion, Doping.eatmgdisorder,

Ybuthsportandexel､cise，Elementsof

excellence,Emotionandcopinginsport

andexercise， Imagery｡ Injuryand

rehabilitation, Leadership,

Methodologicaltoolsinsportand

Motivation， PerfOrmanceexerc1se，

enhancementandmentaltraining,

Psychologyofwellbeing、 Soccer,

Qualityoflife,

．ポスター発表

Motorlearning，Motorpel･formance,

Cognition(73滅題),Psychologlcaltools,

Methods,measul･es(30恢題),

Motivation, MotivationalClimate.

achievementgoals(42旗題).Anxiety,

Stress,Burnout,Emotion、Agression

Anger(66演題),Health,Well-being、

1njury,traumatism(66演題)、Copmg(17

演題),Culturaldiversityandsport(7演

題）， SportPsychologyandSport

Psychologists(22減題)YouthSport,

Studentsport(24繊題), Cohension,

relationship(5演題), Self-concept,

Self-esteem,Self-talk,Self-regulation(8

演題),Valuesinsport,socialization、

Others(10演題),Coaching(16演題),

MentalTraining,psychologicalskills,

socialsupport,imagex･y(40演題),

最後に,私の発表は学会初日であったが，

オープニングセレモニーの前のセッション
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写真2;PNilson氏とLMarriott氏の講演

写真3:ZLi-wei氏の発表会場
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だったためか，ホスターの会場にはあまり

人がおらず拍『．抜けしてしまった．イン

フルエンザの影蒋のたy)か，ホスター発表

も欠席者が多かった」皇うな気がする．また，

レジストレーンョンに峅問がかかり寸一ぎる

（3時間も待った先生もいたそうであ

る！），あるいばブr』グラムや会場が急に変

更になるなど，運憐1mでの問題も見受けら

れた．次回は4年徒に北京で開催されると

のこと‘より良い学会になるために改善さ

’
一一一

一室＝

一
一
一

グ

紬‘“

認
享

軸 ,､二二

写真4：筆者

れることを卿l侍している
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SP(国際スポーツ心理学会）大会体験記その3

町田萌（ミシガン州立大学博士課程スポーツ心理学専攻）

初めてのISSP学会の経験はとても興味深いも

のでした。連日40℃を超える暑さにも関わらず、

会場には世界各国からのスポーツ心理学者が集

い、あちこちで様々なディスカッションが繰り

広げられていました。しかしモロッコという土

地柄のせいなのか学会期間中は、時間がゆっく

り流れているような感覚で、参加者もリラック

スした雰囲気で臨んでいたように思いますb

私は搭乗予定のフライトがキャンセルになり、

学会には1日半遅れての参加だったのですが、

限られた時間の中でも自身の研究やコンサルテ

ィングに通じる発表を色々と見ることができと

ても勉強になりました。例えばnF.Packianathan

Chelladuraiのスポーツマネージメント研究とス

ポーツ心理学研究がお互いにいかに貢献できる

かに関するレクチャーでは、私の今行っている

リーダーシップの研究のヒントになるような理

論が紹介されていましたし、また、趾.TexTy

OrlickのワークショップやDr・KeithHenschenの

レクチャー、Dr.GoranKenttaの発表は自分のコ

ンサルティングの仕事にすぐにでも活かせるよ

うな話が聞けて、とても良かったです､さらに

絵を使う研究など北米のスポーツ心理学ではな

かなか見ることの出来ない質的研究が見られた

のも収穫でした。日本やカナダなどでのパラリ

ンピック選手とのコンサルティングの経験や研

究の発表も大変興味深いものでした。

学会での私の研究発表(Hedictorsof

MultidimenslonalSel=ConfidenceinCOllegiate

Athletes「大学生アスリートの多面的自信に関

する研究」）は、長い時間と労力を費やした修

士論文の一部であったこともあり、感慨深いも

のとなりました。もっと上手く出来た、と思う

ところはたくさんありましたがこういった大規

模な学会で発表できたことはとても良い経験だ

ったと思います弓。近畿大学の小川千里先生をは

じめ、発表を聞きにきて頂いた方から研究に興

味を示して頂けたり、良いディスカッションが

できたりと、とても有意義なものになりました。

私は現在米国に留学中であることもあり、北

米以外での学会には初めての参加、発表となり

ました。各国からの参加者の方々の話を聞けて、

スポーツ心理学へのアプローチを学べたことは

とても良い勉強になったと思いますblSSPに参

加して、自分のスポーツ心理学に関する視野が

北アメリカに偏っていて、まだまだ狭いという

ことを改めて実感しました。今回は北米スポー

ツ心理学会(NASPSPA:NOrthAmericanSociety

fOrPsychologyofSportandPhysicalActivity)

の補助もあり、この学会に参加できたことをと

ても嬉しく思います64年後の北京での大会の

際には、自分がどこにいるかは分かりませんが、

今からまた参加できるのが楽しみですb

最後になりましたが、学会では、世間知らず

の私に日本の先生、大学院生の方/々からたくさ

んの助言、励ましの言葉を頂き、とても感謝し

ていますbこの場を借りてお礼申し上げます。

有り難うございました。
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学会会場
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シンポジウム「SportPsychologyConsultlngattheOlympicandParalympicGames
AnInternationalPerspective」から
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ISSP(国際スポーツ心理学会）大会体験記その4

ISSPどころか大きな国際学会自体が初

めての私にとってはスポーツ心理学者の数

と演題数の多さに単純に驚かされた．発表

のある4日間のうち，シンポジウムと口頭

発表がそれぞれ51セッションずつで，そ

の中に発表が4－5題，キーノートが9セッ

ション，ポスター発表は300題近くである．

この膨大な量の研究の中，シンポと口頭が

同時刻に開催されたため泣く泣く聞けない

演題もあったが運動学習・制御系の発表を

中心に参加した．

最近の重要なトピックの一つに，他者の

行為を観察するだけで観察者自身もほぼ等

価の脳領域が活性するというミラーシステ

ムの発見がある．かなり乱暴に言ってしま

えば，新たな知覚システムの発見であり，

簡単に示せば，知覚二行為ではなく，知覚

骨行為という考えを提供してくれる．知覚

と行為の双方向性そのものの考えは当然新

しくないが，ミラーニューロンの発見以来，

行為が知覚に影響することはもはや議論の

余地がなく，知覚研究を進める上で必須の

思考になったといえる．

このトピックを扱った研究は本大会でも

いくつか見られた．特に，ドイツの

Bielefeld大学に所属しているSchack氏ら

の研究グループは，行為の知覚が観察対象

となる動作への注意と観察者の運動表象の

構造化の程度に影響されることを非常に伝

統的な反応時間課題から明らかにしていた．

ミラーシステムを見るためにはMRIなど

の高額な機器が必要だと決め込んでいた私

にとっては目から鱗の実験デザインであり，

中本浩揮（鹿屋体育大学）

同様に熟練者のパフォーマンスが阻害され

る要因を探すことで，熟達化の特徴を探る

というデザインも逆の思考を持っていた私

にはとても新鮮に感じられた．彼らの研究

グループは，一貫してBACs(basicaction

concepts)という考えに蕪づいており，

SDA-Mという分析法を用いて‘競技者の

複雑な運動表象の緋造をクラスタ－的に単

純な行為に分類することを強調していた．

また,SportPsychologyPioneersと題さ

れたSalmela,ZaichkowskySingerなどに

よるシンポジウムはl劉際学会ならではの迫

力であった．が，そんな蒋名な5人に対し

て，全部で1時間半の時間しか与えない学

会の無駄な捜沢さは少しがっかりした．誰

だったか忘れたが，40年llliの研究を10分

で話せというオファーにはびっくりしたと

言っていた．日本ならこんな失礼ありえな

いだろう

初めての大きな国際学会を迪して，非常

に刺激的な場であることは味わえたが，英

語力が恥ずかしいばかりの私にとっては，

深く研究を理解できない悔しさと勉強不足

を思い知った学会というのが正直な感想で

ある．
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スポーツ心理学の先駆者たちの共演
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Ⅷ． 日本体育学会第60回大会案内

広島大学

2009年8月25日 ～ 8月28日
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日本体育学会第60回記念大会

体育心理学専門分科会企画について

第60回記念大会において、本専門分科会では、下記の企画を計画しました。会員の皆様の参加をお待ちし

ていま-ｳ弓。（専門分科会HPにも掲載しています）

8月25日（火）学士会館（広島大学内）

15：00～18：00プレセミナー“体育心理学の研究にとって何が重要が’

一方法論と研究視点を考える－

司会岡澤祥訓（奈良教育大学）

演者吉田茂（筑波大学）

石井凋言C東京工業大学）

18:30～懇親会

8月26日（水）

9：00～10:45口頭発表(3会場）

11:00～12:00ポスター発表A

12:00～13z00体育心理学専門分科会理事会

（理事の先生方はお集まり下さしも昼食を準備します）

8月27日（木）

9：00～11:00シンポジウム“体育心理学の体育授業への貢献，

司会者：西田保（名古屋大学）

演者：筒井清次郎（愛知教育大勢運動学習からの貢献

演者：杉山佳生（九州大学）社会心理学的観点から体育授業を論じる

演者；木内敦詞（大阪工業大学）健康運動心理学に基づく大学体育授業

11:10～12:00体育心理学専門分科会総会

（会員の先生方は、そのままお残り下さV＄）

8月28日（金）

9：00～10:00キーノートレクチャー1@運動に伴うポジティブ感情の変化と運動の継続化”

司会者：大浦隆陽（福岡国際大学）

演者：橋本公雄（九州大学）

10:10～1l:10キーノートレクチャー2"体育心理学と「学習指導要飼との接点”

司会者：佐々木万丈（日本女子体育大学）

演者：長谷川悦示（筑波大学）

l1:20～12z20ポスター発表B
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プレセミナー資料

体育心理学の研究方法を考える

吉田茂（筑波大学）

岡澤先生から、研究方法の基本問題を討議するという課題をいただきました。方法は目的によって規定

されますので、まず私の考えを述べておきますbそれは、「体育心理学の目的は、今生きている個人が具体

的な心身活動課題を実現する、そのための支援を提供することにある」ということですbこの立場から、

研究上の3つの問題点とその「落としどころ」を提案しますも

l）構成概念の問題

心理学研究の難しさは、能力、動機など、我々が作り上げた構成概念を相手にすることにありますbこ

れは心理的実体とはいえ、いわば「お化け」であって、それのみに囚われすぎると悪霊にとり懸かれるこ

とになりますも幸い、体育心理学は身体活動を基盤に考えるので多少救われますbつまり、構成概念と身

体活動の虚実関係の間に､実感としての主鮮勺な感覚･知覚･認知を仲人として据えることができるので、

これら「三者の相互結合」をさらに強めていく必要がありますも

2）研究の場の問題

研究課題や対象によって、実験研究、現場研究と分けて行われているのが実情ですが、これはあまり生

産的ではありませんb最終的に問われるのは､｢現場に活かせるカリであるので､緩やかな使い分けをして、

双方の「いいとこ取り」をするのが得策です6その際､効果の検証にはやはり比較対照は不可欠であって、

交差法、時差法など、ある程度緩和した比較方法を工夫し、「共通理網をすることが肝要ですも

3）統諦勺検定の問題

ノンパラメトリック法かパラメトリック法かなど、検定手法の選択は迷うものです3パラメトリック法

が優れているといわれていますが、多条件・多ｻﾝプﾝﾚ時の計算量節約のためモデル適合性に基づく方法

であるという制約が絡んできますb「個人が出来るまでやる」過程のデータを収集する場合は少数例が多い

ので、正確確率法を採用すればよいと思います6しかしながら、尺度の暖味性、有意水準の無根拠、妥当

性の不充足性､－綱上･普遍化の幻想などの問題を依然として抱えており、絶対的判断基準はありません。

したがって、「この研究の範囲内で言える結論」として評価していけば十分であると考えます6

－76－

－1



プレセミナー資料

研究の視点から

石井凋言（東京工業大学）

私に与えられたテーマは、今後体育心理学では何を研究しなければならないかという視莨から、体育の

現場に必要な研究のありかたについての提案ですも基礎研究であろうが、応用研究であろうが、現場であ

る体育授業やスポーツ場面にとって役に立つことが大前提であり、私は｢現場なくして研究はあり得ない」

と考えていますbいつも問題として指摘される、体育心理学の研究が現場に果たして役立っているのか以

下の点から皆さんとともに振り返ってみたいと考えています6

1）今までの原理・原則やそのメカニズムを明らかにする基礎研究（実験室的研究）の成果が現場にど

れだけ貢献してきたか

2）今までの基礎研究の成果を基にした応用研究(フィールドでの介入研調が現場にどれだけ貢献し

てきたか

3）今までの経験貝|｣から実証される応用研究（フィールドでの介入研究)が現場にどれだけ貢献してき

たか

“体育の授業”に役立たせるためには教授行動をとる課而に何をどれだけ提供できるかが重要です62)

に相当する基礎研究と応用研究をつなぐ研究、別な言葉でいえば研究者(sc1entiSt)でもあり、実践者

(practltloner)でもあるパイプ役となる重要な存在が必要になってくると考えますb様々 な研究会が展

開されていますが、たとえば研究者のみならず､実践者である指導者､巍而、トレーナー､カウンセラー、

ドクターなどの集まりが重要なパイプ役になりうるものと考えますも研究者と実践者の歩み寄り、コミュ

ニケーションが重要であり、お互いに｛言碩関係をつくることによって、基礎と応用をうまく結びつけ、現

場に役立つ研究が可能になるものと考えますbこの辺りのことを活発に議論できれば幸いです6
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プレセミナ､－資料

テーマ：体育心理学の研究にとって何が重要か

－方法論と研究視点を考える一

問題の設定

司会岡澤祥訓（奈良教育大学）

このセミナーでは体育心理学の研究では何を目的に研究活動が行われ、その目的を達せするためにはど

のような研究方法が適用されなければならないのかという基本的な問題を討議したいと考えていますも

昨年のプレセミナーで体育授業研究の立場から統制群はつくらないという私の発言に対して、吉田先生

から研究計画法に従って研究は行われるべきであり、統制群をつくる努力は行うべきであるという趣旨の

発言があり、議論が盛り上がりました。

体育心理学の銅檮をどのように捉えるのかという問題がありますが、ここでは広義にとらえて議論した

いと思いますも

そこで、体育学研究の編集委員を長年経験された石井先生には、今後体育心理学では何を研究しなけれ

ばならないのかという視点から、体育、スポーツ現場に必要な研究のあり方について提案して頂きたいと

思いますb

体育、スポーツの現場に役立つ研究を行うためには二つの方向性があると思いますb一つはメカニズム

研究といわれる、基礎的な研究ですも指導現場で活用できる研究成果はなぜそのようになるのかという、

メカニズムがはっきりしていることが必要ですもそのためには研究計画法に従った厳密な条件統制下での

研究が必要になると思いますも条件統制を確実に行うためには、実際の指導場面での研究は困難になりま

すも

メカニズム研究で明らかになった研究成果を指導現場に応用する研究では、実験室で行うほど条件統制

が出来ませんが、フィールド研究だから研究計画法を無視していいという訳ではありませんbそこで、ど

のような研究方法が妥当なのかを議論したいと思いますも
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平成20年度事業報告（平成19年総会～平成20年総会）

日本体育学会第59回大会関連（於：早稲田大学）

プレセミナー

日時：9月9日（火）16：00～18:00

会場：8号館B1101教室

テーマ：体育心理学の知見を体育授業現場にどう活かすか一実践を踏まえて－

演者：岡澤祥訓（奈良教育大学）

司会：鈴木壯（岐阜大学）

キーノートレクチャー1

日時：9月10日（水)11'00～12:00

会場：7号館321教室

テーマ：教員養成系大学における「体育心理学」の講義をめぐって

演者；杉原陸（十文字学園女子大学）

司会：土屋裕睦（大阪体育大学）

キーノートレクチャー2

日時：9月11日（木）13：00～14：00

会場：7号館321教室

テーマ：応用実践科学におけるフィールドの持つ意味一運動学習研究より－

演者；山本裕二（名古屋大学）

司会：荒木雅信（大阪体育大学）

シンポジウム

日時：9月11日（木）9：00～11？00

会場：7号館321教室

テーマ：体育．スポーツ場面における個人差・パーソナリティ要因に関わる研究の課題

司会・企画：中込四郎（筑波大学）

演者：鈴木聡（東京学芸大学附属世田谷小学校）

小学校体育科授業実践における個人差の捉えと授業づくり

竹之内隆志（名古屋大学）

スポーツ経験とパーソナリティ発達をめぐる研究の課題

荒井弘和（大阪人間科学大学）

個人差を大切にした研究の実践：現場で得たデータを実践に活用する

口頭発表

日時：9月12日（金）9：00～10：40

会場：10号館407，408教室

ポスター発表

日時：9月10日（水）8：50～10：50

総会

日時：9月11日（木）11：00～12：00

会場：7号館321教室

理事会

日時：9月10日（水）12：10～13：00

会場：10号館202教室
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平成20年度日本体育学会体育心理学専門分科会総会議事録

日時平成20年9月7日11時10分～12時

会場早稲田大学7号館321教室

1.開会の辞

高妻理事より総会を開催する旨の開会の辞があった。

2.会長挨拶

猪俣会長より以下の挨拶が行われた。

体育心理学専門分科会会員相互の情報交換を活発にし､体育心理学の研究を推進する点については､企画

を立て情報交換ができたと思う｡しかし､十分でなかった点として､国際交流について情報発信ができたかが気

にかかっている｡今後の活発な活動の企画､推進を考えている。

国際交流､国際貢献との関わりもあるが､反省として､社会的な貢献という点で､我々の分科会が果たしている

役割が気にかかる。

独立した学会というより､基本的な位置づけとして体育学会の一つの分科会であるということから､体育学という

鉤濤の中での体育心理学であることを考えていく必要がある｡他の分科会との連携が密にできないと存在意義が

問われるのではないだろうか｡したがって､他の分科会との交流を活発に行うことが課題である。

これからは､課題を一つ一つこなして､活発な研究と交流の推進をしたいと思う｡是非､皆様のご協力をお願い

したい。

3.議長選出

総会議長に早稲田大学の正木宏明氏が選出され､議事に入った。

4.報告事項

1)平成20年度事業報告について

吉ｿ||理事長より､資料を用いて以下の報告が行われた。

(1)日本体育学会第59回大会(早稲田大学)における専門分科会活動について(学会大会委員会）

一般研究発表(口頭9題･ボｽﾀ-66題､計75閏､キーﾉー ﾄ･レクチャー1(参力暗120名)及びキーﾉー ﾄ･レ

クチャー2(9月11日午後1B勃愈ら開催)､シンポジウム(参力暗120名)について説明と報告がなされた。

(2)プレセミナーの開催について(企画委員会）

9月9日午後4時～午後6時に開催された｡大学院生を含め90名を越える参加者があり､盛況であった。

(3)体育心理学専門分科会会報の発行について(広報委員会､事務局）

第19号(通巻第47号)を平成20年2月15日付で､第20号(通巻第48号)を平成20年8月1日付で発行した。

吉田理事を中心とする広報委員会と事務局が協力し､平成20年2月1日に専門分科会のホームページを開設し

た｡今後､広報内容を充実していく旨が報告された。

(4)次期役員選挙､理事会運営､その他の庶務および会計業務について(庶務･会計委員会事務局）

専門分科会関連の次期役員選挙(選挙管理委員吉ｿl1)､庶務会計業務が行われた旨報告された。

2)理事会の開催について

平成20年9月10日に早稲田大学で理事会が開催された旨報告された。
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3)その他

専門分科会の会員数について｡現会員数は638名である｡昨年652名であったことから､14名の減新入会

員は院生中心に30名である｡学会全体の会員数は7,273名であり､体育心理学専門分科会会員が占める割合

は､全体の約9％、専門分科会の中では第5位の会員数である。

5.審議事項

1)次期専門分科会役員の選出について(資料1）

吉ｿll理事長より､資料1に基づき､会長､理事､役員の選出結果の説明がなされ､承認された。

また､体育学会の専門分科会選出の代議員選挙が行われ､その結果､阿江美恵子氏､中込理事､割l1理事長

が代議員候補者として選出されたことが報告された。

2)平成20年度決算について(資料2)

谷口理事より、資料2に基づき平成20年度決算について説明された｡引き続き､決算報告について高見監事

より監査報告がなされ､承認された。

3)次期事務局(平成20年大会終了後から平成24年大会まで)の選定について

吉川理事長より､次期事務局として大阪体育大学が提案され､承認された｡大阪体育大学の荒木雅信理事より

挨拶がなされた。

4)平成21年度事業計画について

詞||理事長より､以下の事業計画が説明され､承認された。

(1)日本体育学会第60回記念大会における企画運営(学会大会委員会）

広島大学にて開催(平成21年8月26日－8月28日）

一般研究発表(口頭･ポスター)、シンポジウム、

キーﾉー ﾄ･レクチャー1．2､理事会､総会を企画開催する。

(2)プレセミナーの開催(企画委員会）

(3)体育心理学専門分科会会報第21号(通巻第49号)の発行及び

ホームページの充実(広報委員会､事務局）

5)平成21年度予算案について(資料3）

谷口理事より､資料に基づき説明がなされ､承認された。

6)その他

なし

6.議長退席

議長より総会の終了が宣言された。

7.閉会の辞

高妻理事より､閉会が宣言された。
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平成20年度体育心理学専門分科会理事会議事録

日時：平成20年9月10日（水)12時10分一午後13時

会場：早稲田大学10号館202毒

理事会参力晴：猪俣公宏､吉ｿ||政夫､吉田茂､伊藤政展､士屋裕睦､荒木雅信

谷口幸一､高妻容一（事務局選出理調

松本秀夫(事務局選出幹事）

欠席者：鈴木壯､石井源信､佐久間春夫､竹中晃二

＜報告事項＞

1専門分科会関連次期役員の選出について(選挙管理委員割||）噴料1参照］

吉ｿII理事長から、日本体育学会(代議員)､専門分科会(会長､理事､監事､幹事)の役員選出については以下

の通りであることが報告された。

資料1の通り､次期役員は､会長､理事が選挙により選出された｡今後､次期事務局から2名の事務局選出理事

が選出され､2名の監事は会員の中から会長が委嘱する旨報告された。

また、日本体育学会専門分科会選出の代議員候補者として､阿江美恵子氏､中込理事､吉川理事長が選出さ

れた。

2.平成20年度事業報告(各委員長）

1)学会大会委員会

中込理事より､一般研究発表(口頭･ポスター)、キーﾉー ﾄレクチャー2つとシンポジウムを企画し､すでに､杉

原隆氏のキーﾉｰﾄレクチャー1を120名の参加堵を得て盛況のうちに終了した旨報告された。

2)企画委員会

伊藤理事より､昨日､プレセミナーが開催され､奈良教育大学岡欝羊訓氏を演者に迎え､90名を越える参力暗

があり盛況であった旨が報告された。

3)広報委員会

吉田理事より､会報19号､20号が発行されている旨報告された｡また､2008年2月に体育心理学専門分科会

ホームページを開設し､今後充実していく旨報告された。

4)庶務･会計委員会

谷口理事より､決算報告の説明及び決算報告の監査を受け承認されたことが報告された。
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3.事務局報告

jll理事長より､以下の内容が報告された。

･体育心理学専門分科会活動報告を学会本部に提出した。

･名誉会員推薦の件は､該当者が推薦されることを辞退されたため､該当者なしであった。

･日本体育学会編集委員を､会長と理事長で検討し､推薦した。

･日本体育学会専門分科会選出次期代議員選挙及び体育心理学専門分科会次期役員(会長と理事)選挙を実施

した｡次期役員の任期は､平成21年4月1日から平成23年3月31日である。

･現在の体育心理学専門分科会会員数638名､日倖より14名減少､新入会員30名である。

4.その他

なし

＜審議事項＞

1.次期事務局の選定(平成20年大会終了後から平成24年大会まで）

吉jll理事長より、事務局(東海大学)の任期満了に基づき､次期事務局として大阪体育大学が提案され､総会

に諮る旨､承認された｡荒木理事より､次期事務局担当者(予定)として挨拶がなされた。

2.平成20年度決算報告(庶務会計委員会）償料2参墹

詞||理事長より、資料に基づき説明がなされ承認された。

その中で､決算報告に対して以下の質問がなされ､理事長より説明が行われた。

･吉田理事より､会計期間について質問がなされ､厳密には総会前までが20年度であ叺総会後は21年度となる

が､事業･会計年度は大会から次期大会直前までとしていることが説明された｡なお､事業･会計年度については

昨年の総会でも橋本公雄氏から同様の質問があり､前述のように回答している。

･土屋理事より､傍聴記参加記等の寄稿者の謝畷費は､シンポジウム経費ではなく､会報の経費としての計上

がよいのではないかと質問された｡今後は､次期事務局で検討してもらう旨､説明された。

3‘平成21年度事業計画(各委員長）

1)学会大会委員会

中込理事より､一般研究発表(口頭･ポスター)、キーノートレクチヤー1.2とシンポジウムを行いたい旨説明さ

れ､承認された。
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2)企画委員会

伊藤理事より､従来通り､プレセミナーを行うが､内容については､新理事を含め検討する旨説明され､承認さ

れた。

3)広報委員会

吉田理事より､会報第21号の発行とホームページの充実に関して説明がなされ､承認された。

4)庶務･会計委員会

谷口理事より､予算洲ﾃ､決算業務を行う旨説明され､承認された。

4平成21年度予算案鯆務･会計委員会）噴料3参照

吉jII理事長より､資料に基づき説明され､承認された。

5.平成20年度総会の開催

1)司会および議長の選出

吉川理事長より､司会は､高妻理事､議長は､フロアからの提案がない場合､早稲田大学の正木宏明氏にお願

いする旨提案され､承認された。

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
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Ⅱ
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Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

2)総会次第の進行について

召||理事長から資料(総会次第)に基づいて説明され､承認された｡また、日本体育学会専門分科会選出代議

員候補者の役員選挙において､中込理事､阿江美恵子氏(東京女子体育大学)、吉川理事長の3名が選出された

ことを総会で報告するか審議され､口頭で述べることが承認された。

なお､報告事項の報告と審議事項の提案は吉川理事長がまとめて行う。

6.その他

理事会において､伊藤理事から､新理事の担当は､いつ頃決まるのかという質問があり､会長と新事務局にお

いて早急に検討する旨確認がされた｡また､大会時以外の理事会開催について､会長､新事務局から提案がさ

れたが､来年度予算に理事会交通費は計上されていないこと､また予算的に無理があることなどが説明された。

また､現在はメーリングﾘｽﾄ上で理事会の議題を提案審議するとともに報告､連絡が行われている旨の説明がさ

れた｡今後､会費の値上げ､委員の任期と事業･会計年度の食い違いの修正､それらの変更に伴う会則の変更な

どを総合的に検討していくことが確認された。
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日本体育学会体育心理学専門分科会

平成20年度総会資料

平成20年9月11日

於:早稲田大学

’

＜総会次第＞

1．開会の辞

2.会長挨拶

3議長選出

4.報告事項

1)平成20年度事業報告について

（1）日本体育学会第59回大会における専門分科会活動（学会大会委員会）

早稲田大学にて開催、

一般研究発表(口頭9題･ポスタ－66題、計75題）

キーノート･レクチャー1．2、シンポジウム、理事会、総会

(2)プレセミナーの開催（企画委員会）

(3)体育心理学専門分科会会報の発行（広報委員会､事務局）
第19号(通巻第47号)を平成20年2月15日付で､第20号(通巻第48号)を
平成20年8月1日付で発行

平成20年2月1日に分科会のホームページを開設

(4)次期役員の選挙､理事会運営､その他の庶務および会計業務
（庶務･会計委員会､事務局）

2)理事会の開催について(平成20年9月10日、早稲田大学）

3)その他

5審議事項

1)次期専門分科会役員の選出について…資料1

2)平成20年度決算について．．・・・･資料2

3)次期事務局の選定(平成20年大会終了後から平成24年大会まで）

4)平成21年度事業計画について

(1)日本体育学会第60回記念大会における企画運営(学会大会委員会）

広島大学(東広島キャンパス)にて開催(平成21年8月26日－8月28日）

一般研究発表(口頭･ポスター)、シンポジウム、

キーノート･レクチャー1．2､理事会、総会を企画開催

(2)プレセミナーの開催(企画委員会）

(3)体育心理学専門分科会会報第21号(通巻第49号)の発行

ホームページの充実(広報委員会、事務局）

5)平成21年度予算案について．…資料3

6)その他

6.議長退席

7.閉会の辞

■
■
■
■
■
■
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■
■
■
■
■
■
■
■
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＜資料1＞ 日本体育学会体育心理学専門分科会平成20年度総会資料

体育心理学専門分科会次期役員の選挙結果について

◎体育心理学専門分科会会則第6条に基づく次期役員の選挙（事務局担当）

◎任期：平成21年4月1日～平成23年3月31日（2年間）

◎投票締切：平成20年5月6日

◎有効投票数85票(平成20年1月1日現在の会員数644名。投票率132%)

◎開票結果（敬称略，得票順）

＜会長＞猪俣公宏

く理事＞阿江美恵子

山本裕二

橋本公雄

士屋裕睦

荒木雅信

西田保

吉田茂

佐久間春夫

竹中晃二

岡澤祥訓

＊会長及び理事就任承諾済み

＊以上10名の選挙選出理事に事務局から選出された理事2名(庶務･会計担

当)を加え、12名の理事により理事会を構成する。各理事は、理事会に設

置されている4つの委員会（学会大会委員会、企画委員会、広報委員会、

庶務。会計委員会）のいずれかに属し、その業務を遂行する。

＊理事長は、今後行われる理事の単記無記名投票により決定される。

＊監事2名は、会員の中から会長が委嘱する。
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平成20年度決算報告

＜資料2＞

平成20年度決算報告(自平成19年度大会･総会至平成20年度大会･総会前）

○収支決算害

款 ｜予算｜決算｜醜■項目

収入の部

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計(B)

738.300

1,291,138

2.029.438

785,457

1,291,138

2.076.595

△ 47，157

0

47‘157△

支出の部

当期支出合計(C)

次期繰越収支差額(B)-(C)

支出合計

1.450,000

579‘438

2.029438

1‘111，347

965,248

2.076.595

338‘653

385,810

47157

△
△

○収入の部

｜予算I決算一一’
’1.291,13811.291.1381■■■■■■ml

款 項目 説明

･前年度繰越金

･年度会費 600．000 594.000 60001千円×594名

会員数638名(納入率93.1%）

･郵便貯金(利息）

･役員選挙実施費用補助金

･体育学会専門分科会補助金

圃蝿計(B)

300

138.000

2,029.438

》
岬
一
一

函
唖
唖
唖

○支出の部

項目予算｜
小計1,000,000

印刷費

会報送料

原稿料

謝礼(会報発行作業補助）

小計350.000

謝礼(演者･司会）

｜謝礼(傍聴記･参加記等寄稿者）
専門分科会懇親会補助

謝礼(写真撮影･大会運営）

シンポジウム打ち合わせ補助

会員外交通費補助

郵送料､選挙用紙代等

文具印刷･コピー費､理事会弁当代50’000

会員･理事連絡費50,000

1,450,0001
579,4381

12,029,4381

差額｜説明
241,5501会報第19号､20号の2冊発行’

！ ■
二
二
一
二
一
二
一
二
△
二
一
五
一
国

函
唖
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岬
０
０
皿
岬
函
榊
０
州
》
唾

款

･分科会会報関連費用

1250通×80円

－－

･シンポジウム等関連経費 110－000

会員外､会員計6名謝金

0.5万×18名

3万×2名

･役員選挙実施費

･事務局事務費

･通信費

･当期支出合計(C)

･予備費(B)一(C)

'○支出合計

73,2971

104001
50‘000’

338,653

385,810

… 一
－~ーーー一一一一－

△は超過

*会員数昨年度652名から638名へと14名減

監事高見和至平成20年9月10B

この決算書は適正であることを認めます

粟木一博

－89－



平成21年度予算案

＜資料3＞

平成21年度予算案(自平成20年度大会･総会至平成21年度大会･総会前）

○収入の部

… 一■一
965,248325.890

600,00046,0001千円×600名

1‘000237

138.000700

51‘520役員選挙なし

739,00046.457

… [－－

款

・前年度繰越金

･年度会費

･郵便貯金(利息）

･体育学会専門分科会補助金

･役員選挙実施費用補助金｜
|当期収入合計(A)
'○収入合計(B)

…
11291．138

594.000

1,237

138,700

51520

7851457，

…

項目

’

○支出の部

…｜説明
308,450会報第21号発行

10，000

20,000演者等謝金

45.000大会関係会報原稿料

55,000会員外の演者

0

73,297役員選挙なし

40,400事務補助人件費を含む

80.000大量の保管会報の発送

10．000

241,347

131,000

…’

|…

758､4501

240.000
80･000

90.000

60,000

10，000

73,297

39‘600

0

1．111．347

1965,248
…’

毘暉犀■

450,000

250,000

100,000

135,000

5‘000

10．000

80,000,

80．000

10，000

870,000

834‘248

凧I

項目

印帰ll費郵送料,会報作成補助費等

小計

謝礼(演者･司会）

寄稿者謝礼(演者･司会･寄稿者等）

会員外交通費補助

･シンポジウム打ち合わせ補助等

郵送費､色紙代､文具等

文具，印帰ll費発送業務･資料整理等

保管会報･書類の発送費等

会員｡分科会役員連絡費等

款

!'･分科会会報関連費用
|･シンポジウム等関連経費 △

一
△
一
△

|･役員選挙実施費
・事務局事務費

・事務局移転費

・通信費

・当期支出合計(C)

|･予備費(B)-(C)
''○支出合計

△
一
△
一
△

’
△は超過
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体育心理学専門分科会理事会より

体育心理学専門分科会事務局

荒木雅信

理事会において、下記の3点について審議した結果をお知らせしますも

1）会費について

年会1!000円は、このまま据え置くことになりました。

2）学会大会発表コード表の見直しについて

現行のコード表は作成時から一度も見直しがなされていませんbつきましては、今年度

中に見直しを図るための特別委員会の設置が、理事会で承認されました。

コード表見直し特別委員会の委員の選出方法等を理事会で決定・実施し、第60回

記念大会での体育心理学専門分科会・総会で決定し、作業に移りたいと思います6

3）事務局移転に係る会則の一部改正

【会則jII卜唄llの部分】

現行；附則1．本会の事務局は，総会の議を経て決定する．

改正案；附則l本会の事務局は，総会の議を経て決定し、移転する。

に、改正されました。
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編集後記

体育心理分科会の広報委員会委員をしていながら，ほとんど貢献していなかった私が，今回佐久間委

員長がご多|亡のために，急遼，委員長代理として原稿を集める役を賜りました．昨年まで広報委員長とし

てこの会報の企画・編集にご尽力された吉田先生のご苦労がやっとわかった次第です．

さて，委員長代理を突然任され，日本体育学会第59回大会の報告や研究会の活動報告などすでに準備さ

れていた原稿があったとは露知らず，焦って多くの原稿を皆さんにお願いしてしまいましたその結果，

今回の会報は，今までにない量にふくれあがり事務局にはご迷惑をおかけしましたまた，体育心理学と

スポーツ心理学の違いもわからない私が原稿集めをしたものですから，どちらかというと「スポーツ」心

理学に話題が集中し，従来の会報の方向性と異なっているかも知れません．体育心理学を専攻され，この

分野の発展に寄与されてきた諸先輩たちは，体育心理学とスポーツ心理学の線引きにも挑戦されてきまし

た．しかし，運動やスポーツを材料として行う心理学は，世界の潮流として，スポーツ心理学という名称

が中心であり，体育の中で発展してきたわが国の方向性とはいくら力趣が異なって見えます.今後，この2

つの名称がどのように融合していくのか，また棲み分けられていくのかは，分科会会員の皆さんの活動に

委ねられるのだと思います．

今回の会報の中でも，本年6月に国際スポーツ心理学会がモロッコで開催され，多くの日本人が参加さ

れたこともあり，猪俣会長の巻頭言に続いて，海外情報としてこの学会についての記事が多く取り入れて

いますその他，米国のスポーツ心理学事情についても海外情報もお願いしました博士論文の紹介は，

今回は取得された先生も多くはなかったことも原稿を集める際に苦労した次第です．

なによりも，ボストン大学ザイコウスキー教授の特別寄稿は読者の皆さんも興味を示していただけるも

のと思います彼に原稿依頼を思いついたきっかけは，彼が広島大学で行われる日本体育学会において記

念特別講演を行うことになっているからです．8月27日に行われる彼の講演の前振りとして，彼のバック

グラウンドや研究内容を紹介しておこうと思い立ちました．ボストン大学での大学院教育やレアルマドリ

ッドとの関わりは皆さんに興味を持って読んでいただければと期待しています．

最後に,60回大学の案内が盛り込まれており,体育心理専門分科会のますますの御発展をお祈りします．

広報委員会委員長代理：竹中晃二
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